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平泉町に所在する柳之御所遺跡は、平安時代末期の約100年間にわたって北方の王者

として繁栄を誇った奥州藤原氏時代の遺跡であり、特別史跡中尊寺境内・特別史跡毛越

寺跡・特別史跡無量光院跡と並び、当時の東北地方における政治・ 経済 ・文化の中心で

あった平泉の核をなしていた遺跡の一つであります。

本遺跡は、昭和63年から(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ一、平泉町教

育委員会が実施した一級河川北上川上流改修一関遊水地事業及び国道4号改修平泉バイ

パス建設事業に伴う緊急発掘調査により、大規模な掘立柱建物跡・園池跡・溝跡などが

確認され、また、おびただしい量のかわらけ・墨画資料など、質・量ともに内容豊かな

遺物が出土しました。これら大量の遺構・遺物から、本遺跡が『吾妻鏡」にみられる「平

泉館」であるとの考えが多くの歴史家から指摘されるようになりました。

このような経過のなかで、遺跡に対する建設省 (現国土交通省)のひとかたならぬ御

理解により、平成5年には遺跡の永久保存が決定し、平成9年3月には 『柳之御所遺跡』

として国の史跡に指定されました。さらに、平成13年4月、本遺跡を含む「平泉の文化

遺産」が世界文化遺産の暫定リストに登録されたことを受けて、平成20年の世界遺産本

登録を目指した取り組みを進めております。

県では、本遺跡が国民共有の貴重な財産であるとの認識から、将来的には史跡公園と

して整備し、この遺跡を後世に伝えるとともに広く活用していきたいと考え、平成10年

度から本格的な発掘調査を実施しており、今次調査は第3次三カ年計画の初年次の調査

となります。

平成16年度第59次調査は、柳之御所遺跡整備でも重要となる中心建物群及び中心域南

西に位置する園池を中心に発掘調査を行いました。その結果、中心建物群については、

建物の新旧関係や規模などが明らかとなりました。また、新旧 2時期ある園池について

は、旧池の広がりや橋脚と思われる遺構を確認することができ、今後の復元整備に向け

て貴重な資料を得ることができました。なお、園池については来年度も継続して調査を

行い、その規模や構造を解明していきたいと考えております。

本報告書は、平成16年度第59次発掘調査成果の一部をまとめたものですが、文化財保

護と平泉文化研究発展の一助になれば幸いと存じます。

最後に、発掘調査の実施と報告書作成に当たり、ご指導・ご協力を賜りました平泉遺

跡群調査整備指導委員会の先生方、文化庁記念物課、(財)岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センタ一、平泉町教育委員会、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所を

はじめ関係各位に深く感謝申し上げます。

序

平成18年3月

山宗井

岩手県教育委員会

刀
口
一u
n
口ハ教育長
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本書は， 岩手県教育委員会が平成16年度に実施した柳之御所遺跡整備調査事業に係る、史跡柳之御所

遺跡の発掘調査の概要報告である。調査期間は平成16年5月10日から10月31日までである。

本事業は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が主体となり、(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文

化財センターの協力を得て実施した。

〈岩手県教育委員会事務局〉 <(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター〉

生涯学習文化課長

文化財保護監

文化財保護監

主任埋蔵文化財担当

主任柳之御所担当主査

柳之御所担当主査

文化財調査員

j度遺 淳

小田野哲憲(一日16，7，3)

英俊(H16，9，1-)中村

鎌田

斎藤

佐藤

佐藤

勉

手間、仕(-H16，8，31)

嘉広(日16，9，1-)

淳一(担当)

文化財調査員 大関真人(担当)

所長 相原 康二

調査第一課長 佐々木 勝

文化財調査員 杉沢昭太郎 (担当)

遺構の呼称は、昭和63年度に(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した調査時の方

法に準拠し、下記の略称を使用した。遺構名の記載については遺構略号の前に調査次数を付しである。

なお、複数年次にわたる調査で明らかに同ーと認定される遺構については当初の調査時の遺構名を継続

してイ吏用した。

SA:塀・柱列 SB・掘立柱建物 SC:道路状遺構

SG:園池 SK:土坑・柱穴の一部 SX:その他

例:59 S D 1 第59次調査の第 l号溝・堀跡

SD:溝・堀 SE:井戸・井戸状遺構

S 1 :竪穴住居 P:柱穴

図版、写真図版、遺物観察表中の遺物番号は共通である。遺物の実測図については一部を除いて 1/3

を基本にしておりスケールを図中に表示した。遺構遺物写真については縮尺不定で、ある。

調査成果の一部については、柳之御所遺跡調査整備指導委員会等で公表してきたが、本書の内容が優

先するものである。

遺構の埋土観察・遺物の色調観察は、 『新版標準土色帖』を参考にした。

第VI章自然科学分析については株式会社古環境研究所・加速器分析研究所への分析委託により実施し

たものである。また、「柳之御所遺跡出土木製品の年輪年代測定結果」については、柳之御所遺跡整備に

係わる遺構整理の必要から、これまで報告済みのものも含めて光谷拓実氏 (奈良国立文化財研究所)に

御寄稿を頂いた。

後述した平泉遺跡群調査整備指導委員会の先生方をはじめとして、下記の方々 ・機関の御協力を得た。

(順不同:敬称略)

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 岩手県立博物館 平泉町教育委員会

平泉町文化財センター 柳之御所資料館 奈良国立文化財研究所

株式会社総合土木コンサルタンツ

野外調査・室内整理等に従事していただいた平泉町や近隣市町村の方々の御協力に深く感謝いたしま

す。

本事業に係る調査で得られた諸記録及び出土遺物は、岩手県教育委員会が保管している。
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I は じめに

1 調査経過
県教育委員会では、柳之御所遺跡が平成9年に国の史跡に指定されたことから、当遺跡を史跡公園として

整備し保存活用を図るため、文化庁 ・柳之御所遺跡調査研究指導委員会(現平泉遺跡群調査整備指導委員会)

の指導助言を得て、平成10年度から主に未調査区域を対象とした内容確認の発掘調査を計画的 ・継続的に

行っており、 三ヵ年を 1サイクルとし、第I期整備対象区域である堀内部地区を中心として調査を実施して

いる。

平成10年度実施した第49次調査は、既往の調査で検出されていた園池 ・中心建物群を囲む塀跡の追跡に主

眼を置いて実施した。北上川に面する東辺の塀跡の追跡を行った結果、緊急調査時点で検出されていた部分

から 7mほど北に向かい延長することが確認された。しかし、さらなる延長については検出されなかった。

平成11年度実施した第50次調査では、既往の調査で確認された園池や大型の建物など、塀で固まれた中枢

域の周辺地域での12世紀代の遺構の広がりと密度を確認することを目的として発掘調査を行った。その結果、

12世紀代の遺構が現況の河岸縁まで分布し柳之御所遺跡の一部が北上川の侵食で失われていることが確認さ

れた。また、塀や井戸状遺構の検出、複雑に重複する掘立柱建物などが多数検出され、複数時期にわたって

遺跡が営まれたことが明らかにされた。さらに、「磐前村印」と刻印された銅印と器表面全体を漆の必み込

んだ麻布で被覆されたほほ完形に近い白磁四耳査が同一の井戸状遺構から出土した。地名を刻印したと推定

される銅印の発見は、奥州藤原氏の統治システムを考察する上で貴重な資料となるばかりでなく、本邦の印

章史の空白期を埋める資料として注目された。

平成12年度の第52次調査では、園池周辺域の中心建物群とは異なるエリアから、建物の軸線の異なる大型

の建物が検出された。これは、時期を異にして大型の建物で構成される複数の地域が存在したことであり、

柳之御所遺跡の遺構の変遷を考えるうえでは重要な課題を提示した。両者とも12世紀後半代、三代秀衡の時

代に比定される遺構群であるが、中心域の移動がおこなわれた背景には、平泉あるいは奥州藤原氏内部での

何らかの重要な転換期を反映している可能性が考えられる。

また、柳之御所遺跡は従来まで遺跡のピークが三代秀衡の治世12世紀第三四半期にあることが指摘されて

きたが、新たに12世紀初頭あるいは前葉に位置づけられる一群の土器群が発見されたことで、当遺跡が12世

紀前半代初代清衡の時期まで遡ることが明らかにされた。これは、政庁「平泉館」の性格あるいは、奥州藤

原氏の平泉での確立期の状況を推定させる重要な発見である。

平成13年度の第55次調査では、新たに園池の北側に大規模な建物の存在が明らかとなり、柳之御所遺跡の

中枢施設の移動が想定されるようになった。また、初代清衡の時代である12世紀初め頃のかわらけがまとまっ

て発見され、柳之御所遺跡の開始年代と遺跡の性格、ひいては平泉奥州藤原氏の設立期の問題を考える上で

非常に大きな問題を示唆することとなった。

平成14年度の第56次調査では、遺跡中枢部を囲む2条の堀跡の追跡調査を実施し、遺跡北部より 30数基の

トイレ状遺構が集中して見つかるなど、当時の生活の様子を具体的に分析できる資料が発掘された。また、

平泉では初めてとなる中国南部の吉州窯製の陶器片も出土し、奥州藤原氏の経済基盤の豊かさを知る手がか

りとなった。

平成15年度の第57次調査では、第23次(平成元年度)の調査で造り替えが確認されていた、園池について

の詳細な規模や造成時期の把握及び塀跡の追跡と門跡の確認、高館南側裾部分の遺構分布の確認を目的とし

て調査を実施した。調査の結果、塀跡及び門跡を確認することはできなかったが、高館南側裾部分も北上川

の浸食により遺構が失われていること、旧国池の造成時期や北半部の汀線が明らかとなった。

平成16年度は第3次三カ年計画の初年次に該当し、通次で第59次調査に相当する。今年度は、以前から指

摘のあった中心建物群の規模や新旧関係の確定、園池の規模や構造の解明を目的として調査を実施した。

2 本年度の調査について
(1)平泉遺跡群調査整備指導委員会

当教育委員会では、平成10年度から柳之御所遺跡の内容確認調査を再開するにあたり 、「柳之御所遺跡調

査研究指導委員会」を設置し、柳之御所遺跡及び平泉遺跡群の発掘調査及び調査研究に対して指導助言を得
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てきた。平成12年に「平泉の文化遺産」が世界文化遺産の暫定リストに追加登載されたことから、新たに 5

名の指導委員を委嘱し委員会の名称を「相[J之御所遺跡調査整備指導委員会」に改め、さらに平成15年度は世

界遺産本登録に向けたコアゾーン再検討の必要性から「平泉遺跡群調査整備指導委員会」と改称するととも

に、三分野からなる専門部会を設置した。

平成16年度は以下の内容で委員会を開催した。

( 1 )平泉遺跡群調査整備指導委員会整備検討部会(平成16年4月23日)

-整備のゾーニングと動線について ・整備手法の検討ー

( 2 )平泉遺跡群調査整備指導委員会遺構検討部会(平成16年5月21-22日)

-初[1之御所と周辺施設の検討 ・中心建物群の検討 ・柱穴、柱位置の検討

(3 )平泉遺跡群調査整備指導委員会遺構 ・整備検討合同部会(平成16年7月9-10日)

-園池の検討 ・地形の復元 ・柱痕、柱問及び上部構造のイメージ検討

-柵状遺構(28SA1) の検討

( 4 )第 l回平泉遺跡群調査整備指導委員会 (平成16年10月28-29日)

-平泉遺跡群現地視察 ・道の駅「平泉」計画について ・柳之御所遺跡整備実施計画について

( 5 )平泉遺跡群調査整備指導委員会遺構検討部会(平成17年l月20日)

・中心建物(28SB2・28SB4)の検討 ・橋脚部材の検討

( 6 )第2回平泉遺跡群調査整備指導委員会 (平成17年2月17-18日)

-平泉遺跡群発掘調査報告 ・柳之御所遺跡整備実施計画の再検討 ・平成17年度工事概要について

・平泉町関係事業 (中尊寺大池整備構想、無量光院跡整備基本計画等)

平泉遺跡群調査整備指導委員会
(平成17年3月現在)

氏名 役 1哉 専門分野 専門部会

入間田宣夫 東北大学教授 歴史学(古代・中世) 整備

牛川喜幸 京都橘女子大学教授 造園学・史跡整備 整備

遠藤セツ子 メビウスの会代表 地元有識者 整備

岡田茂弘 独立行政法人国立歴史民俗博物館名誉教授 考古学(古代) 保存・整備

小野正敏 独立行政法人国立歴史民俗博物館助教授 考古学 〈陶磁器〉 遺構

。河原純之 川村学園女子大学教授 考古学(中世)

0工藤雅樹 東北歴史博物館長 考古学 ・歴史学(古代) 遺構 ・保存

斉藤利男 弘前大学教授 歴史学(中世) 遺構

佐藤 東京大学教授 歴史学(古代) 保存・整備

清水 接 東京工芸大学教授 建築学 遺構

清水真一 東京芸術大学教授 建築学 遺構

関宮治良 平泉町商工会事務局長 地元有識者 整備

田中哲雄 東北芸術工科大学教授 造園学 保存 ・整備

田辺征夫
独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所

考古学(歴史) 遺構
埋蔵文化財センタ一長

玉井哲雄 千葉大学教授 建築学 遺構

西村幸夫 東京大学教授 都市工学 保存

※ O委員長 O副委員長
※ 専門部会 遺構 ・・ ・遺構検討部会、保存 ・・・保存管理計画検討部会、整備 ・・・整備検討部会
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( 2)調査の目的と調査の方法

平成16年度は柳之御所遺跡発掘調査第3次三カ年計画の初年次にあたり、柳之御所遺跡の中枢と想定され

る中心建物群及び園池を主な調査対象区として発掘調査を実施した。

調査は以下の内容を目的として行った。

( 1 )中心建物群の新旧関係と規模の確定。

( 2 )造り替えが明らかになっている園池について、さ らに詳細な規模や造成時期の把握。

( 3 )北上川沿い縁辺部の遺構残存状況の確認。

発掘調査にあたって昭和63年度の(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財 センターが行った緊急発掘調査

の際に設定したグリッドに従った。グリッドの呼称についても同様である。

基本的には遺構の内容把握を主目的にしている。遺構の所属時期の確定 ・遺構の性格等を把握することを

最優先しており、検出した遺構すべてを最終的な段階まで精査しているわけではない。なお、半蔵あるいは

完掘した遺構については砂で埋め戻し、遺構面を覆い、可能な限り元の状態に復旧し保存を図っている。

柳之御所遺跡発掘調査年次計画

年 次 調査次数 調査面積 調査期間 予算(千円) 備考

5月15日一
平成10年度 第49次 500m' 18，211 国庫補助

第 10月31日
1 
次

5月13日一
平成11年度 第50次 1，800m' 32，236 国庫補助

カ
10月31日

年
計
画 5月15日一
平成12年度 第52次 2，500m' 43，341 国庫補助

11月17日

5月11日一
平成13年度 第55次 3，100m' 46，103 国庫補助

第 11月13日
2 
次

5月13日一
平成14年度 第56次 4，000m' 62，054 国庫補助

カ
11月29日

年
計
画 4月14日一
平成15年度 第57次 4，000m' 67，195 国庫補助

10月31日

5月10日一
平成16年度 第59次 3，500m' 69，317 国庫補助

第 10月31日
3 
次

4月15日~
平成17年度 第64次 2，500m' 141，679 国庫補助

カ
9月30日

年
計
画
平成18年度 1，500m' 

」 ー

※ 平成17年度までは実績、18年度以降は予定
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柳之御所遺跡発掘調査年次別調査計画

年 次 調査次数 調査内容等

-堀内部地内の中心建物群、特に最大建物である南北棟4間9間

42SB 1 (28SB4と一部重複)の東側地区の解明

平成10年度 第49次 .23次調査時の23SB2建物跡の延長確認

第 . 23SA3柱列跡、 23SA1J，界跡の延長確認

. 48SB1建物跡の延長確認と所属時期の検討

次 -池跡及び中心建物群を囲む23SA1塀跡の追跡

. 4間9聞の南北棟の東側の状況及び建物群の伸長

カ 平成11年度 第50次 . 42SD 1大溝とされていた遺構の時期及ぴ伸展状況追跡

年
. 37次.42次の内容確認調査に確認されていた溝・塀類の時期

計
及び伸展状況の把握

画 -堀内部地区、中心建物群の西側及び北西側地域の解明

平成12年度 第52次
-祭市E遺構周辺域の解明

-無量光院との対峠地域の解明

-堀外部地区から延長すると推定される道路遺構の解明

-中心建物群の北側地区の解明

-中心建物群を囲むと推定される塀跡の検出

第 平成13年度 第55次 -堀外部地区から延長すると推定される道路遺構の解明

2 
-現存する微高地状の高まりの性格把握

次
-北上川縁地域の状況把握

-第52次発掘調査の際に検出された大規模な堀(内堀)と張出

カ 平成14年度 第56次
施設を伴う溝の追跡

年
-北上川右岸縁での大型建物の展開の把握

-遺跡を二分する外堀の追跡
計

画 -旧池跡の規模と造成時期の把握

平成15年度 第57次 -遺跡中枢を囲う塀の追跡調査及び門跡の確認

-高館南側裾部分未調査地域の遺構分布の確認

-中心建物群の規模と新旧関係の解明

第 平成16年度 第59次 -園池北部の構造及び規模と造成時期の把握

3 -北上川縁辺地域の状況把握

次

-園池南部の構造及び規模と造成時期の把握
カ 平成17年度 第64次

年
-中心建物群の南側への展開状況の確認

画
平成18年度

-遺跡中枢を囲う塀の追跡調査及び門跡及び道路遺構の確認

-遺跡、を囲む堀南端部の未調査地域の解明

※ 第51次・ 53次 .54次 .58 次・ 60~63次調査は平泉町教育委員会が実施。
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E 自然環境と周辺の遺跡

1 位置

柳之御所遺跡の所在する西磐井郡平泉町は岩手県南部に位置する(第 1図)。面積は63.39knr、人口は約9，000

人で、南は一関市、北は胆沢郡前沢町と衣川村、東は東磐井郡東山町と接している(平成17年3月現在)。

町内には]R東北本線 ・国道4号・東北縦貫自動車道などが南北に通

り、交通の要衝となっている。国宝指定第 l号の金色堂や束稲山に代

表される古い歴史と恵まれた自然環境があり、年間160万人以上の観

光客が訪れる国内有数の観光地である。

気候は内陸型で寒暖の差は大きく、年平均気温はllSCとやや低い

が、岩手県内では比較的温暖である。また、年間降水量は900mmと少

なく、干賓雪も少ない。

町のほぼ中央部には北上川が南流している。現在の北上川は本遺跡

の北側部分を浸食しているが、 12刊A紀当時は今とは若干異なった流路

を持ち、物資の輸送に重要な役割を果たしていたと推測できる。

本遺跡は]R平泉駅から北に約700m(徒歩10分)にあり 、市街地から

続く段丘の北東平坦地で高舘の南東に位置する。また、猫聞が淵を挟

み無量光院跡、と隣接している。平成12年頃まで遺跡は北上川に面して
第1図平泉町位置図

いたが、現在は平泉下流堤防と国道4号平泉バイパスが建設されている。遺跡は国土地理院発行5万分のl地

形図「一関」及び2万5千分のl地形図「平泉」に含まれ、北緯38
0

59' 37"、東経141
0

7' 10" (世界測地系)

付近にある。

2 地形・地質

(1)地形及び地質概要

平泉町は東部の束稲山山地(標高200-600m;北上山地の一部)、中央部の北上低地帯(標高20-40m)、西

部の平泉丘陵(標高100-200m;衣川正陵の一部)から構成される(第2図)。

束稲山山地は、約2.5億年前(ペルム紀)の頁岩、恐竜が繁栄した約 1億年前(白亜紀)の火山噴出物及び花

両岩類(束稲花筒岩体)などの中 ・古生層からなり、いわゆる基盤岩類と呼ばれる硬質の岩石である。

北上低地帯は河成段丘、低湿地や自然堤防などからなる平坦地である。これらは主に氷河期やそれ以降に、

北上川や支川によりもたらされた砂蝶や泥(河川堆積物)が堆積した地域である。段丘面は住居、耕作地、商

業地などに、低地部は水田に利用されている。

平泉丘陵は、厚い火山噴出物(厳美層)、海に堆積した泥岩や砂岩(竜の口層など)及び河川や湖沼などに堆

積した陸成堆積物(金沢層なめからなる。これらは日本列島形成期の約1，400万年-300万年前(新第三紀)に

堆積した。竜の口層(かつての油島層)はクジラやカキの化石が、金沢層は亜炭を含むことが特徴である。 E

炭は中尊寺付近でも採掘されていた。

地層は概ね水平で、あるが、毛越寺から中尊寺にかけて胆沢一油島提曲線と呼ばれる地層の急傾斜帯が分布
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する。胆沢 油島撰曲線は10万年程度前 (後期更新世)まで断続的に変形運動したと推定されている (大石

，1997)。高館や金鶏山なとごの標高100m以下の小高い丘は、金沢層が河川の浸食から免れてできた残丘である。

これらは比較的軟らかい砂岩、泥岩、凝灰岩からなる。
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o 1 km E二ヨ
山地・丘陵

(中 ・古生層が主体)

I ~ 11 ¥¥ ~I 
山地 ・丘陵

(新第三紀l習が主体)

仁コ
低湿地 ・自然堤防 ・1.3面
(現河川I住宅貨物)-

["?r uYi1 
L 2面

(純文時代後期以前)

区盟
L 1面
(約2万年前)

E三ヨ
M函1伴

(約 9-5万年前)

〈河成段丘面の名称と推定形成年代〉

霊童自 阻剛
T面1洋 H而群

(約45-20万年前) (約15万年前付近)

第2図 遺跡位置及び周辺の地形・地質概況図
(5万分の1地形図「水沢J i一関」に、地質図と野中氏の地形分類図を簡略化して編集)

(2)段正面及び旧河道

北上川西岸には数段の河成段丘が発達している。これらは高位より T面群、H面群、 M面L午、 L面群に区分

それぞれ第2区|に示す年代に形成したと推定されている(渡辺，1991;野中，2005)0 T面群は大上 ・吉

ハ
叫
d

され、



田(1984)により 一首坂段丘、 H面群は上野原段Ji.横道段丘、 M面群は堀切段正 ・福原段丘と呼ばれている。

L面群は盛岡市、花巻市、北上市、水沢市、一関市などの中心市街地が立地する段正面で、水沢から衣川に

かけてのLl面は水沢高位段丘、 L2面は水沢低位段丘と呼ばれている。

平泉町中心部はLl面及びL2面(いわゆる平泉段丘)にあたり、金沢層の上に堆積した未固結の河川堆積物

(砂 ・牒 ・粘土ーシルト・有機物)からなる。

柳之御所遺跡、は北西から南東に細長く、最大長約750m、最大幅約220m、面積は約11万n12で、ある。遺跡の

北西部から中心部はLl面に位置し、標高は北西から南東に向けて低く、高舘に接する付近で約38m、中心建

物群付近で、約27mで、ある。南東部はL2面になり、標高は約25日1で、東側の堀で約22mで、ある。河川氾濫原の

L3面は標高約21mである。L2面は縄文時代後期以前に形成され、平安時代前期までほとんとミ冠水することは

無かったが、奥州藤原氏滅亡後の13世紀以降は北上川の洪水で、冠水したと考えられている(野中，2005)。

L2面に位置する遺跡は柳之御所遺跡の他に、伽羅御所跡、泉屋遺跡などがある。

3 遺構面以深の土層序

平成16年度に実施したボーリング調査から、遺構面以深の土層序が明らかになった(岩手県教育委員会事

務局，2005)。柳之御所遺跡は、約2万年以前に北上川などからもたらされた河川堆積物を基礎地盤としている。

主に洪水時の堆積物であるため、同一土層の消長は激しいが、おおむね以下のようにまとめられる。地下水

の汲み上げ能力が良い砂磯層は約5-8m以深に分布する。

土層名
遺構面から 厚 さ

特 {数
の深度(m) (m) 

粘土ー
風化部は黄褐ー灰黄色、新鮮部は青灰色を呈する。

砂質シルト
直下 約2-5 粘土と上方細粒化した砂質シルトの互層である。

遺跡の北西部では有機質粘土を挟む。

青灰色を呈し、石英や長石などの径0.5mm弱の中粒

中砂 約2-5 1.4以下 砂を主とする。

地下水の透水性は中位。遺跡の中央付近に分布する。

粘土一
約3-5 約l

青灰色を呈す粘土と砂質シルトからなる。

砂質シルト 遺跡の中央付近では有機質粘土を挟む。

シルト質砂
約4-6 約1-2

賞灰ー青灰色を呈し、結晶片を主とする細砂とシ

一細砂 ルトからなる。

主に径3-150mmの安山岩礁、中一粗砂及びシルト

砂喋 約5-8 6以上
からなる。

赤褐~暗青灰色を呈し、全体に不均質である。

地下水の透水性はやや高い。
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番号 遺跡名 所在地 調査状況 種 男IJ

1 柳之御所跡 字柳御所 一部調査 居館

2 高 館 跡 字柳御所 一部調査 居館、城館

3 猫聞が淵跡 字柳御所 一部調査 沢跡

4 伽羅之御所跡 字伽羅楽 一部調査 居館、屋敷地

5 無量光院跡 学花立 一部調査 寺社

6 花立 I遺跡 字花立 一部調査 寺社、城館

7 花立 E 遺跡、 字花立 一部調査 寺社

8 白山社遺跡 字鈴沢 一部調査 寺社、屋敷地

第3図 柳之御所遺跡周辺遺跡分布図

1
i
 

1
i
 



皿検出遺構

柳之御所遺跡の遺構変遷を考える上で確認調査を実施した遺構は、 6棟の掘立柱建物跡と 1基の塀跡であ

る。また園池についても部分的に調査をしているが、次年度(64次)調査と併せて報告する予定である。

( 1 )掘立柱建物跡

本報告の中では 1尺を30.3cm、建物方位は座標北を基に計測しているが、例外についてはその都度触れてい

る。

28S B 1 (第4・5図 ・写真図版 1) 

(位置〕遺跡のほほ中央、 78-68グリッドに位置する。遺構周辺の地形は北西側が高く、南・東側に向かつ

て低くなっている。〔重複J28 S X 1・28SA 1・28SB 6より新しく、 28SE 1・28SE 2よりも古い。〔構

造・平面形式〕掘立柱建物である。身舎の桁行3問、梁間 2聞の四面に庇の付く三間四面の建物である。〔柱

穴〕柱痕跡が残っていたのは 7基で、他の柱穴では柱が抜き取られていたようである。柱痕の径は20-25cm

あった。掘り方の規模は身舎と庇で大きな違いはなく、 平均52X50cmほどである。検出された柱穴の深さは

17 -66cmを測る。〔建物方位〕桁行方向でN-2
0

-Eである。〔柱間寸法J9尺 5寸から 9尺 6寸を基準寸

法としていると思われる。〔年代J12世紀第 3四半期(1189年まで存続か)。

28S B 2 (第 9・10図 ・写真図版 1) 

〔位置〕遺跡のほぼ中央にあたる77-69グリッド付近に位置する。遺構検出面(地山面)での地形としては北

西側が最も高く南・東側に向かい緩やかに傾斜している。本遺構の南側には近年に深く削られた部分がある。

〔重複J28 S D28より新しく、 28SE 2・28SE 6・28SE 9よりも古い。空間的に重複する遺構としては

28 S D10、28S D 11、28S E 7、28SE 8、28S K11、28S K13がある。〔構造・平面形式〕掘立柱建物で

ある。身舎の桁行3問、梁間 2聞の四面に庇が巡る三間四面の建物である。庇の南西部分については深く削

られているために柱穴は失われている。〔柱穴〕柱痕跡が残っていたものはない。抜き取り痕と思われる痕

跡があったものは 8基、その他も柱は抜き取られた可能性が高い。掘り方の規模は平均径50cm前後で、身舎と

庇には大きな違いは見出せない。深さは 6-74cmで地形的に低くなる南 ・南東側のほうが浅い傾向がある。

〔建物方位JN-2
0

-E[柱間寸法〕基準寸法を 9尺 5寸としているようである。 l尺は30.337cmで計算

した。〔年代J12世紀第3四半期ごろか。

28S B 3 (第10・11図・写真図版2) 

〔位置〕遺跡のほほ中央、78-71グリッド周辺に位置する。遺構検出面(地山面)での地形としては北西側が

最も高 く南・東側に向かい緩やかに傾斜している。本遺構の南側には近年に深く削られた部分がある。〔重複〕

28 S E 9・28S K11・28S K34より古い。〔構造・ 平面形式〕掘立柱建物である。身舎の桁行3問、梁間 2

聞の三間四面の建物であると推定したが、南側は深く削られているために柱穴は残っていなかった。〔柱穴〕

柱痕跡が残っているものはない。浅い柱穴 1基を除き、その他の全ての柱穴は抜き取りを行ったと考えられ

る埋土であった。掘り 方の規模は平均して96-93cmくらいで、身舎と庇とでは極端な違いはみられない。他

の建物に比べても少し深く掘り込まれている。身舎の柱穴の深さは80-124cm、庇は40-81cmを測り、身舎

が庇よりも深く柱穴が掘られている。
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〔建物方位JN-3
0 -EC柱間寸法J10.3尺を基準寸法としているようであるが、身舎から西側の庇への

出は少し短く約9.5尺のようである。〔年代J12世紀初頭、最古段階の遺構のーっと考えている。
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28 S B 4 (第 6~8 図・写真図版 3 ~ 10) 

〔位置〕堀内部地区の中央やや東側にあたる82-67-84-71グリ 7ドに位置している。遺構検出面では東側

に緩やかに下がっていく地形であった。 そのため12世紀当時には整地をして生活面を平坦にしていたと推測

される。遺構検出面に人為的な土によるシミが不規則に観察されるのは整地層の残存部分と解釈している。

〔重複)28 S E 11 . P 559・P603・P617・P618・P378・P612・P609・P589・P747'P607より古い。

28S B 8・P619より新しい。〔構造 ・平面形式〕掘立柱建物跡である。身舎の桁行7問、梁間 2聞の四面に

庇が巡る七間四面の建物である。他遺構との重複で失われた柱穴は 4基、東側の庇P729の北にあるはずの

柱穴は地形的に低くなっているため検出できなかった。(柱穴〕これまでの調査で遺構検出のみで、精査を行っ

ていなかった柱穴については全て柱が抜き取られていた。柱痕跡は柱穴を掘り下げることによ って、抜き取

り痕が次第に狭くなり柱径に近似する部分と底面が凹んでいる部分で測定した。柱径は27-30cmを視Ijる。掘

り方の規模は平面 ・深さ共に身舎が大きく庇部分がやや小さい傾向がある。〔建物方位)N-OO-E[柱

間寸法)9.2尺を基準寸法としている。南端の庇の出が9尺となるようである。〔出土遺物〕抜き取り痕に礁

を捨てたもの、かわらけを捨てたものなどがあった。1-50は柱を抜き取ってできた穴に廃棄されたかわら

けである。出土状況や土器の接合具合から、穴に廃棄されるまでどこか別の場所にまとめて置かれていたよ

うである。〔年代〕下限を1180年代頃とみている。上限は不明だが極端に長期間建っていたとは考えにくい。

28 S B 6 (第12・13図・写真図版 2) 

〔位置〕堀内部地区のほぼ中央、 79-67グリ ッドの周辺に位置している。〔重複)28 S B 1・28S B 2・28

S E 1・28S E 1・55SX 2よりも古い。〔構造 ・平面形式〕掘立柱建物跡である。身舎の桁行3問、梁間

2聞の四面に庇が巡る三間四面の建物を想定したが、庇部分の柱穴が揃わないため、身舎部分のみの 3x 2 

聞の建物の可能性もある。〔柱穴〕柱痕跡が認められたところは無く、全てが抜き取られていたようである。

掘り方の規模は身舎部分が庇部分に対して大きくて深さもある。東及び南側庇にはあるはずの場所で柱穴が

見つからなかった。〔建物方位)N-6
0 

-Eと中心建物群の中では最も軸線が振れている。〔柱間寸法)10.3 

尺を基調としている。〔年代)12世紀第 1四半期と想定している。

28S B 8 

過去の調査から平面形に変更がないため図版は作成していない。

〔位置〕堀内部地区の中央やや東側、 83-70グリッドの周辺に位置している。〔重複)P602-P 556、P747

P 562の関係から 28 S B 4より古いとみた。断面観察をした f-f'では互いに抜き取り痕のため新旧の

判断が難しかった。28S E 11とは空間的に重なっている。〔構造 ・平面形式〕掘立柱建物跡である。桁行5問、

梁間 2間の建物である。南側にある P518と732が付属すると考えている。〔柱穴〕柱痕跡が認められたとこ

ろはなく、柱は全て抜き取られているようである。掘り方の規模は140-80cmほどで、100cm未満のものが主体

である。〔建物方位)N-OO-E[柱間寸法) 9尺を基調としているようである。〔出土遺物〕かわらけの

細片。〔年代)28 S B 4より古いとしか言えない。現段階では12世紀前半としておきたい。

-23-



L=28.000m 
A A' 

P388 P932 

第12図 28886(1) 

-24-



L =28.000m 
B B' 

P 156 P929 P 947 P 928 

L =28.000m 

C c' 

P 286 
ー』ーーーー、、、 P 932 P946 P930 

J 
-~ 

L =28.000m 

D D' 

P 345 P 928 P 340 P902 

。 5m 

第13図 28886(2) 

( 2 )塀跡

288 A 1塀跡 (写真図版11・12)

前回の調査と規模 ・形態に変更はないため平面図は作成していない。
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( 3 ) 北上川沿い調査区

国道 4号バイパス側に造成予定の修景盛土工事に先立ち、柳之御所遺跡が北上川による侵食及び護岸工事

により失われている状況を確認した。調査範囲は、柳之御所遺跡第42・50・52・55次調査区を含む柳之御所

遺跡の北縁を長さ約240m、幅約 3mにわたって検出・精査を行った(第26図)。狭い幅での調査のために遺

構の性格など不明の部分もあるが、従来から指摘されているように、 12世紀当時の柳之御所遺跡はさらに北

側へ展開していたことは明らかである。

59 S K 5 (第14図 ・写真図版12)

遺跡堀内部地区の北端部中央 (80-52)に位置している。 北側上層は護岸工事による撹乱を受けているが、

底面については形状を確認することができた。検出面及び底面径1.2m、深さは約0.8mを測る。埋土は人為

堆積であり、主に 1・2層から一定量のかわらけ片を中心とする遺物が出土した。底面には意図的に置かれ

たような様相で完形のロクロかわらけが出土した。底面は砂質で水も染み出してくるが井戸とするには浅い。

59 S D 4 (第14図 ・写真図版13)

遺跡堀内部地区の北西部北上川沿い (87-44) に位置している。南側の調査区域外から北上川による侵食

をうけた北側までの約 4mにかけて検出した。上幅は0.5-0.7m、深さ約0.2m、U字形の底面をもっ溝で

ある。底面標高は南端で27.7m、北端で27.5mであり現在の北上川方向に緩く傾斜している。 2-5層で渥

美産を中心とする問器片が多数出土した。溝はさらに南に延びているが調査区外のために全容は不明である。
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N 出土遺物

59次調査で出土した遺物は、かわらけ(ロクロ、手づくね)、国産陶器(常滑、渥美、須恵器系)、輸入陶

磁器(白磁)、瓦(軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦)、木製品、石製品、鉄器などである。ここでは種類ごとに

概要をまとめ、遺物の出土状況については阻を、遺物の特徴については観察表を参照して頂きたい。23SG 

Iからの遺物については、その多くを次年度の64次調査概報に掲載することにしている。

( 1 )かわうけ(第16 ・ 17図・写真図版15~19) 
12世紀のかわらけは59次調査の全体で115，471g出土した。この中から遺構内出土のものを中心に掲載した。

ここの特徴については観察表に整理している。かわらけはロクロ整形と手づくねに分けられ、手づくねかわ

らけは以下のように分類される。

C 3… 2段なで、口縁部面取りなし

C 5…2段なで、口縁部面取りあり

C4・・・2段なで、口縁部をつまみ上げ

D2・・・1段なで、口縁部外反

D3・・・1段なで、口縁部面取りなし D4・・・1段なで、口縁部面取りあり

ロクロかわらけについては特別、形態分類していないが、法量は表に載せている。これは実測図上で計測

したもので、反転実測で求められた数値を記している場合もある。

141は底面を丸く打ち欠き中心に穿孔がある。

( 2 )国産陶器(第四~23図・写真図版19~25)

中心建物群の周辺や園池では再調査ということもあって遺物の出土は少ない。殆どは堀内部地区北縁を細

長く調査した際に表土及び溝などから出土している。

( 3 )中国産陶磁器(第23図・写真図版26)
白磁は出土した殆どを、中国産陶器は全てを掲載している。これまでの傾向と同じく 、白磁は査類が碗皿

類より多く出土している。

(4 )その他の遺物(第24 ・ 25図・写真図版27~31)

瓦は細片が殆どで軒平 ・軒丸瓦はない。4001は園池から出土した木製品。5001は砥石である。他に穴あき

石、羽口、 近世末以降の土器 ・陶磁器が出土してる。

壁土は、これまでに(財)文化振興事業団埋蔵文化財センターと岩手県教育委員会が調査した分とで大コン

テナ 7箱以上は出土しているようである。不掲載遺物の中まで確認していないためまだ正確な量を把握した

とはいえないが、代表的な資料を写真で掲載した (31SE7、52SE8出土)。表面に白土(漆喰ではなく)を

塗っているものと何も塗っていないものとがある。木舞までの厚みはl.5から 3cmが多い。壁の縁辺部をな

していたであろう資料や胎土にかわらけ細片を含んでいる例もあった。

口む
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第四図 瓦 (2)・その他の遺物

柳之御所遺跡59次調査 瓦観察表

番号 器種 出 土 地 占 そ の {山

3001 丸瓦 23S G 1、T1a (1-7層)、74-81-79-81 収、1'[なJI台土、風化がすすんでいる
3002 丸瓦 23 S G 1、T1、74-81-75-81北半 軟質な胎土、風化がすすんでいる

3003 丸瓦 23 S G 1、T1d (3-6層) 硬質な焼き上がり

3004 平瓦 23S G 1、T1a (1-7層)、 74-81-75 -81 硬質な焼き上がり

3005 平瓦 23S G 1、T1a (1-7層)、 74-81-75 -81 砂粒が多くやや軟質なl治土

3006 平瓦 23S G 1、T1a (1-12層) 砂粒が多くi欽質な胎土

3007 平瓦 23S G 1、Tla (1-12層) やや硬質な焼き上がり

3008 平瓦 23 S G 1、74-81-75-81北半 軟質な胎土

3009 平瓦 23 S G 1、T1 d 軟質な)治土

3010 平瓦 23S G 1、T1d (3-6層) やや硬質な焼き上がり

3011 平瓦 P617埋土 やや軟質な胎士、 表面は煤けたよ うになっている

3012 平瓦 59S D 4検出面 やや!W¥質な胎士、 表面は煤けたよ うになっている

3013 平瓦 67-44検出面 砂粒が多くやや軟質な胎土、表面は風化している

柳之御所遺跡59次調査木製品観察表

出 土地点

23 S G 1、T4、2層

法量 (cm)

最大幅

6.8 
厚さ

3.2 

n
6
 

n〈
U



単位 cm 

番号 出土位 ii1 分頒 口径 i .. 'i-. 径 株高 11古 こ仁 残存率(%)

1 P557、3J(ij ロクロ小 9.2 5.9 2.0 '百 ~I 50 

2 P557、3J白 ロクロ小 8.3 6.0 1.7 '自主| 100 

3 P557、3J百 ロクロ小 8.8 5.5 1.9 '¥:j・$1 80 

4 P557、3J百 ロクロ小 8.8 5.8 2.0 '1'1・51 50 

5 P557、3J百 ロクロ小 8.0 5.2 1.5 '白針 60 

6 P557、3陪 ロクロ小 8.9 6.4 'I:;'j十 80 

7 P557、3府 ロクロ小 8.6 6.4 1.9 骨量| 60 

8 P557、3J百 ロクロ小 9.0 5.0 2.1 '\~1. ~'1 40 

9 P557、3層 ロクロ大 14.9 7.4 3.2 )~J'針 70 

10 P557、3層 ロクロ大 14.2 7.0 3.8 骨量|・ 90 

11 P557、3層 ロクロ大 13.0 7.5 4.3 '~H I- 50 

12 P557、3J百 ロクロ大 13.8 6.4 4.0 骨量「 50 

13 P557、3層 ロクロ大 14.2 6.3 4.4 骨量| 70 

14 P557、3J百 C4 8.8 2.1 80 

15 P557、3層 D2 10.3 1.4 95 

16 P557、3府 D2 8.6 1.6 50 

17 P557、3J¥'ii D2 9.0 2.0 100 

18 P557、3層 D3 9.1 2.1 60 

19 P557、3層 D3 8.8 1.5 95 

20 P557、31冒 D3 8.5 1.7 95 

21 P557、3層 D3 8.2 2.0 100 

22 P557、3層 D3 8.5 1.9 95 

23 P557、3層 D3 8.4 1.9 100 

24 P557、3層 D3 9.7 2.0 80 

25 P557、3層 D4 7.3 1 5 75 

26 P557、3層 D4 8.3 1.8 100 

27 P557、3陪 C 3 12.1 3.3 30 

28 P557、3層 C4 12.8 3.0 100 

29 P557、3層 C4 12.3 3.0 80 

30 P557、3層 C 5 14.4 2.8 90 

31 P557、3層 C 5 12.2 3.0 45 I 

32 P557、3層 D 2 14.2 3.3 40 

33 P557、3層 D 3 13.4 2.8 45 

34 P557、3J冒 D3 14.6 3.0 70 

35 P557、3層 D4 11. 5 2.8 100 

36 P557、3層 D4 13.0 2.9 45 

37 P557、3層 D4 13.0 2.6 95 

38 P557、3庖 D4 12.6 2.2 60 

39 P557、3層 D4 12.6 2.5 80 

40 P557埋土 ロクロ小 9.0 6.6 1.7 骨量十 80 

41 P557埋土 ロクロ小 8.8 5.2 1.9 骨'&i 45 

42 P557埋土 C4 13.3 2.8 95 

43 P565埋土 ロクロ大 13.5 6.6 4.1 '自主十 30 

44 P569埋土 D2 13.0 2.3 骨針 30 

45 P569埋土 D4 13.4 2.4 20 

46 P570埋土 ロクロ小 8.1 6.0 1.4 'I~J 針、砂多 80 

47 P570埋土 D 4 12.9 3.0 25 

48 P579埋土 ロクロ大 14.1 8.8 4.1 '~針 30 

49 P580埋土 ロクロ小 8.6 6.4 1.9 骨量f 40 

50 P580埋土 ロクロ大 12.4 6.0 3.3 'jiHi 20 

51 P605③ ロクロノj、 7.8 5.5 1.6 骨針 95 

52 P605、l層 ロクロ小 9.2 5.8 2.2 官針、粗砂多 80 

53 P605② D 4 9.4 2.0 90 

54 P605、4府 ロクロ大 14.8 7.6 3.9 '~J 針、砂多 80 

55 P605、2-3層 ロクロ大 13.8 5.8 4.0 '自主十 70 

56 P617埋土 ロクロ大 13.5 (2.9) 骨主| 20 

57 P654埋土 ロクロ大 13.4 7.2 4.0 官針 25 

58 P659J.1[土 ロクロ大 13.8 7.1 3.0 'Tl針 40 

59 23 S G 1、T1a、14-15J(ij上国 D3 8.1 1.8 50 

60 23 S G 1、Tld、23 ロクロ小 8.4 5.6 1.6 骨針 75 

61 23 S G 1、Tld ロクロ小 8.3 5.2 2.0 fj・3十 100 

62 23 S G 1、Tld ロクロ小 8.8 5.0 1.9 '，:1ι| 90 

63 23 S G 1、Tld ロクロ大 14.2 6.8 3.6 什主i 25 

64 23 S G 1、Tld、33 D2 8.8 1.7 95 

65 23 S G 1、Tld、1 D3 8.5 1.7 100 

66 23 S G 1、Tld、42 D3 8.5 1.8 95 

67 23 S G 1、Tld、4b D3 7.7 1.6 30 

柳之御所遺跡59次調査かわうけ観察表
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単位 cm 

番号 種頒 昔品種 古村 位 出土位置 年代など その他 口径 底径 器高

1001 渥美 j鼠 体音11上半 59S D 4 12C 

1002 渥美 j鼠 体部上半 59S D 4 12C 

1003 j屋美 瓶 体部上半 59S D 4埋土 12C 

1004 i屋美 j阪 体部上半 59S D 4 12C 

1005 渥美 瓶 体部下半 59S D 4埋土 12C 

1006 J産美 j低 体部上半 59S D 4埋土 12C 

1007 j屋美 ;依 体部上半 59SD H食出向 12C 

1008 渥美 !r!( 体部下半 59S D Hffi出I侍 12C 

1009 渥美 瓶 体部上半 59SD H食出l時: 12C 

1010 j屋美 瓶 体部上半 59S D 4検出l侍 12C 

1011 i屋美 瓶 体部下半 59S D 4検出|時 67-44検出面 12C 4片接合

1012 i屋美 瓶 体部上半 59 S D 7埋土 12C 

1013 I屋美 瓶 体音I1上半 42S D lt食出面 12C 

1014 i屋美 j鼠 体部上半 P240埋土 12C 

1015 i屋美 瓶 体部上半 P240埋土 12C 

1016 渥美 瓶 体部下半 P 240埋土 12C 

1017 渥美 昇圧 頚部 P 582埋土 12C 

1018 i屋美 瓶 体音11上半 59S K 2t食出面 12C 

1019 j屋美 瓶 体部上半 59 S K 5、2層 12C 

1020 渥美 九五 体昔11上半 67-44検出関 12C 

1021 i屋美 北京 体部 67-44検出商 12C 

1022 渥美 瓶 体音11上半 67-44検出面 12C 

1023 渥美 瓶 体音11上半 67-44検出商 12C 

1024 i屋美 元五 体音I1上半 67-44検出而 12C 

1025 渥美 瓶 イ本音11上半 67-44検出面 12C 

1026 i屋美 瓶 体部下半 97-67周辺部検出面 12C 

1027 渥美 瓶 不明 87-58周辺検出面 12C 

1028 渥美 瓶 体部上半 逃構外 12C 

1029 渥美 瓶 イ本音I1 逃構外 12C 

1030 渥美 瓶 体部 逃構外 12C 

1031 渥美 貧民 体部下半 遺構外 12C 

1032 渥美 瓶 体音I1 逃構外 12C 

1033 iffi美 Z古E 体者11下半 59S K 2検出商 12C 

1034 渥美 苫古正 体部下半 67-44検出面 12C 

1035 渥美 石品需 体部下半 巡構外 12C 

1036 j屋美 冨官 体音11下半 23S G 1、T4、31習 12C 

1037 渥美 2世E 体部下半 遺構外 12C 

1038 i屋美 山茶碗 口縁部 23 S G 1、T1 c検出面 12C 

1039 渥美 ノj、碗 口縁部 P557、3層 12C 7.0 (1.7) 

1040 i屋美 山茶碗 口縁部 59S K 2埋土 12C 18.6 (4 0) 

1041 i屋美 山茶碗 底部 遺構外 12C 7.0 (2.5) 

1042 常滑 瓶 体部下半 59 S D 4 12C 

1043 常滑 j鼠 体部上半 59S D 4埋土 12C 

1044 常滑 瓶 口縁部 67-44検出面 3型式

1045 常滑 瓶 口縁部 67-44検出面 3型式

1046 常滑 百E 体部上半 67-44検出面 12C 

1047 常滑 瓶 体部上半 67-44検出面 12C 

1048 常滑 瓶 体部上半 67-44検出面 12C 

1049 常滑 瓶 体部上半 67-44検出面 12C 

1050 常滑 託宣 頚部 67-44検出面 12C 

1051 常滑 瓶 体部上半 67-44検出商 12C 

1052 常滑 瓶 体部上半 67-44検出面 12C 

1053 常滑 瓶 体部下半 67-44検出面 12C 

1054 常i骨 瓶 体部下半 67-44検出面 12C 

1055 常滑 jf!( 体部下半 67-44検出面 12C 

1056 常滑 瓶 体音11上半 97-67周辺検出面 12C 

1057 常滑 瓶 口縁部 逃構外 3型式 日書は薄(割れている

1058 常滑 北五 体部上半 遺構外 12C 部位自信ない

1 1059 常滑 瓶 体部下半 遺構外 12C 

1060 常滑 瓶 体部下半 遺構外 12C 

I 1061 常滑 瓶 体部下半 巡構外 12C 罰百1 :韓首~i(買っていb

1062 常滑 瓶 体部下半 逃構外 12C 

1063 常滑 2古E 体部上半 23S G 1、T1C検出面 12C 

1064 常滑 宝で曽E 体部下半 23S G 1、T4 12C 

1065 常t骨 査 体部上半 59S D 4検出面 12C 

1066 常滑 ~ 込- 体部下半 59S D 4埋土 12C 

1067 常r骨 話Aι予 休部下半 59 S D 4検出面 12C 

柳之御所遺跡59次調査 国産陶器観察表(1 ) 
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番号 種類 持品種 古1; {立 llj 土位置 年代なと その他 口径 !氏径 総出

1068 'm"rfl 1て"江2 体部 59 S K 5、1層 12C it線

1069 'm"rI:t 町ぷτ宮『品，，. LI ~Il部 67-44検出fui 3型式

1070 ';;~'rn !::!: 体部上半 67-44検出而 12C 

1071 il1十自 :吉l会l:i正 体育U~~I主 67-44検出[師 12C 

1072 古~'r~f 立官E 体育日|、三l' 67-44ト:6tHJ而1 12C 

1073 常滑 2ー1・江す 体制)Jーと|三 87-58周辺検出面 12C 

1074 汁n骨 百"・江T 体部 87-58周辺検出雨 12C 

1075 '1
1ft滑 J九τ;:f 体部上半 97-67検出而 12C 

1076 常i]!t :づ"江 体育日|半 59-39-101-71 12C 

1077 古~' r骨 山"'一 {本音1-'ごとド 59-39-101-71 12C 

1078 7古滑 」、士::i 体部 59-39-101-71 12C 

1079 ';tt滑 F五H込. 体部上半 遺構外 12C 

1080 行~'rf-t 2古::.:1 体音j)上半 造椛外 12C 

1081 ~~t.滑 民官L {宇都 逃構外 12C 

1082 常i1t 査 体部下半 遺構外 12C 

1083 ，斤~r;ii円日'し ~:正T 体部 F半 逃椛外 12C 

1084 常r~l !:τ・昼1ι;;， 体育1ST半 逃椛外 12C 

1085 常滑 1τ"正- 体部下半 遺構外 12C 

1086 常滑 当雪.立7 体部下半 逃椛外 12C 

1087 常滑 Ut L 体部 F半 遺構外 12C 

1088 常滑 Aヨ~ 体部下半 遺構外 12C 

1089 常滑 主司正守 体部下半 巡椛外 12C 

1090 ~'11' i'liJ 百 片口鉢 底部 97-67周辺部検出而 12C 12.0 (3.1) 

1091 常滑 鉢 底部 59 S D 4 ~壁土 12C 削り

1092 須恵、器系 j鼠 体部 59 S D 4 12C 

1093 須恵器系 瓶 体部 59 S K 2検出面 12C 内面当て J~痕

1094 須恵、器系 ?鼠 体部 23 S G 1 T 1 d、1-2層 12C 査か

1095 須恵器系 J鼠 {本音1; 23 S G 1 T 1 d 12C 査か

1096 須定、器系 jfJ瓦 体部 97-67検出前 12C 須恵日号か

1097 須恵器系 瓶 体制i 97-67周辺検出而 12C 

1098 須恵器系 瓶 体部下半 j立材1;外 12C 

1099 須恵器系 瓶 体音11下半 遺構外 12C 

1100 不明 瓶 口頚部 87-58周辺検出面 12Cか 天地不明

1101 不明 E先 体制: 遺構外 近世か 鉄車h

柳之御所遺跡59次調査 国産開器観察表 (2) 

番号 1主 !淑 T.号 種 昔日 位 出土地点 太宰府分類 その他 重量 (g)

2001 白磁 Jm 口縁部 59S K 2t定出 VI 1 b 7 

2002 白磁 査類 体育11 P557、3府 田 内外利 5 

2003 白磁 査類 {本音11 P565、抜き取り痕 E 内無申h 8 

2004 白磁 1:.:i類 イ卒者11 23 S G 1、Tld E 内無利l 5 

2005 白磁 査類 体制l 23S G 1， T1、74-81へ75-81t半 回 内外車h 5 

2007 白磁 ~'~~調 体苦11 23 S G 1、T4、Hヲ E 被熱 41 

2008 '~'l滋 査類 イ本音11 ili:構外 H 内無荊h 3 

2009 白磁 ~[類 イ本音1; 遺構外 皿 内外車h 2 

2010 白磁 fili!皿 口縁部 遺構外 |時期不明 1 

2011 白磁 査類 f本音11 迂I構外 E 内無事h 15 

2012 白磁 宣E類 !ま苦1; 23S G 1、T1，74-81-75-81南半 血 内外車h 44 

2013 私もU¥li号 査類 イ本書1; 23 S G 1、Tl、 75-81 絞胎 22 

2014 陶r，号 目先lITlか 口縁音1; 97-67周辺、検出而 粕を別毛重したような 7 

柳之御所遺跡59次調査 中国産陶磁器観察表
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品
t、コ

柳之御所59次調査 出土遺物一覧表 箱 (42X 32 X 30cmコンテナ) 重量 (g) 掲載 ・不掲載含めて片:破片数 重 :重量

かわらけ
国産陶磁器 輸入陶磁総 瓦 その他

木然逃目見物等自
地 t品名 'n~'滑 i臣奨須恕系その他 白磁 官隊背白磁陶器 平瓦 丸瓦 焼土塊金属事1他逃内物容

A1lt 片丞片重片重片重 片重什 重 片重 fi正 片 1Il片重 片重片重の 箱数

国産陶践*:; 輸入陶磁器
かわらけ

浦市 ili1美 {mと系その他 白磁 1r磁 1lj白磁陶器遺構:¥"

重量 片重片重 g-IjfI I 1，重 片重 n丞片重片重
1'001、)ill土 35 1'481、検出

l' 124、埋土 5 1'484、検出 40 

l' 130、j盟土 10 1'488、担!土 60 

l' 13'1、J旦土 10 P491、検lHifli 120 1 115 
l' 165、埋土 2 1'495、J1Il土 10 

l' 169、埋土 2 1'051、里l¥土 5 

l' 170、埋土 10 P 520、埋土 400 

l' 176、j旦土 10 l' 543、埋土 620 

l' 194、担土 5 10 l' 557、3肝 22020 1 1 5 1 1 5 

l' 195、J!l¥土 15 l' 557、1'611 40 

P002、坦!土 80 

1'212、j盟土 20 
l' 557、思土 5470 

l' 214、埋土 30 l' 056、理土 15 

l' 216、坦!土 85 l' 560、検/J¥ 260 

1'218、埋土 80 l' 560、l山土 750 

l 
1'235、周辺 8 紛 3 磁総l

失

P抜564き(1'614)、 2590 
取り

1'239、迎土 2 1'565、抜き取り 390 1 110 

1'240、理土 。 3 1500 l' 565、思士 5060 

l' 241、l出土 25 l' 565、理土 1110 

l' 253、埋土 20 l' 569、i盟土 3370 

1'256、担l士 10 l' 570、製土 4545 1 140 

1'277、理土 。 20 1'578、検出 40 

1'278、JlIl土 50 P 579、JMU二 1640 

l' 287、埋土 20 l' 580、組j 2950 

l' 288、血土 10 1'580-1'6ω、埋土 260 

l' 289、埋土 10 l' 582、j盟土 1110 2 165 

l' 292、埋土 60 1'583、j盟土 100 

l' 300、埋土 45 1'601-1'6瓜帳m 40 
l' 301、坦lヰ 40 50 1' 60，人 I-H~ 1070 

l' 302、埋土 50 1'605、1/日 670 

l' 304、埋土 2 1'605、2-3隅 1470 

1'037、組土 20 1'605、2・3陪 1300 

l' 375、血土 3800 1'605、4前 750 

l' 379、JlIl土 100 1'605、4府 1100 

l' 389、i肥土 920 1'605、底Tfii 90 

l' 390、坦l土 600 1'605、j盟土 6 

1'0州、埋土 6 1' 609か、J_~!土 20 

1'408、JlIl土 965 近磁世以降
*.1 

1'610、j盟土 500 

1'612、担l土 30 

1'413、)ill土 440 1'617、j盟土 800 1 120 

l' 045、Jl[j二 5 1'618、Jill土 2480 

1"159、担l'土 430 1'619、腿土 60 

瓦 その 他
木然造保物・司1:1 

平瓦 丸瓦 焼土塊金属有l他地件l物ti 
円 重 1，-重 片1fIII'j並の 箱数

炭2g 

炭20g 

純鶴炭文子2l、、

10g 

1 1100 10 

10 

5 

180 

15 

5 

10 Ig 

Izg 

i互依l

1 1200 



4込
w 

出椛才l

1'623、坦!上

1'651、Illi上

l' 654 、~I\土

P655、 ~li土

l' 659、担土

l' 660、埋土

1'067‘埋土

1'071、1山上

1'801、総HJ.

P820. P819.検出

1'837、検11¥

P855、tiUI¥

425 D 1、周辺

，125 D 1 ，~I\土

595 D 日、検/1¥而

595 D卜|、脆11¥而

595D01.H!~ 

595 D01、依n¥
595 DO.1、坦Ll

59S D071.'1!上

595 K 2、検Il¥

595K 2.!目!上

595 K 5、l肘

595K 5， H~ 

595 K 5 、 H~

595 K 5、I，)T市i

595 K 5.1山上

595 K 6.埋t

合1'2う94土とJ)l切り

100-71杭周辺

285 B ~排f.) 近
il11部外、 上

59-39-101 
-71、験，IBil師

59-39-7H7 

59 -59f.ji!I 

67-44、検/1¥ITIi

69-，15、験/BifJi

70-，15、検IH而

73-i2、検IHiIii

74-67、検/1¥面i

かわらけ

民lJ，(

I~O 

160 

220 

220 

1180 

~O 

2 

，¥0 

55 

30 

~O 

~O 

。
6120 

5 

80 

170 

700 

~20 

。
890 

560 

230 

500 

570 

200 

760 

3~0 

。
l:l0 

'10 

1155 

。
250 

21 

10 

400 

15 

10 

国産陶依~. 輸入陶磁器 瓦 その他 木~. . 1"1 

'市出 品:美術恕系その他 lel磁 'N"磁 i'j"'(l磁陶器 'I'JL 丸瓦 焼ニL塊 金属官l他地内物科
然遺物

nl:ill:片 11"111¥11[( 1 )f 1 ifI 11 重/'，丞 1'，重 l'i重 J¥"虫片lfI 片 JIII'，I1f!の ~í'i数

120 :1:部4

1 165 1 175 

2 130 6 117叩 1 1 10 ili:磁 l

~ 1250 6 11120 1 1290 60 

1 1175 

2 190 1 190 1 1 10 1 1 15 10 炭10g、j ・J~!もl川¥.1，1

1 1 ~O 

1 110 15 

1 1435 

2 1190 

3 120 

砥石

20 

3 1 ~O ~O 

1 1 5 

近磁 l

16112叩 9 11，100 1 1515 

国産陶健保 輸入陶政器 瓦 その他
木然造~.物-背1"1 

治十品名
かわ勺It

'ì;~'ii↑ 品1英 ~Jin!.系その他 1"1餓 '，ti'隊，'11'1磁陶都 Eドli 丸l1
焼土J)U，金lJi矧 他泣いl物干γ

1[(~ ，( JI(重 J1 主川市 n重 片lIW:Iif¥片丞 l十 111片 ifiIlf IlfI Jf IA 什屯の 知数

75-68 5 

76-70、検出而 5 

76-71、検/1¥而 10 

77-67、検ilH向 10 

82-67-84 so 
71 

82 -67-84 
20 10 -71、検出ffii

お-55!.1近、uu: 。1 1100 
84 -67、検m而 160 
84 -68、倹111而 150 

8，1-69、技IIITfii ~60 20 

87-5而8周辺、
七~/I\

1675 2 170 1 180 1 1130 炭近20 g 、
銭5

88-59付近、
865 1 160 

検II¥D日

89-火59、付j虫近土、
不明l

150 

叩-61杭のu 125 

96-67付近、
330 1 110 

検出[師

97-67、検IIHfIi 510 5 1280 3 1330 2 180 純子 l

石 2

遺構外 9070 171875 8 1180 3 1190 ~ 125 1~ 0 5 近t路RlH3t34i 

Uif5 

発剃体験 14180 2 170 10 210 
4近')J 16、
総4、
101..5 

不 Iy) 5~0 I 110 叫l

合言| 115m 5514ω6 54169朗 7 1650 2 1150 8 158 。。 。。 1 110 3 1725 。。 5 1820 o 1290 



柱穴番号 標高(m) i奈さ (cm) 制E 者d 柱穴番号 標高(m)?!1@さ (cm) {脂 考 柱穴番号 標高(m) 深さ (cm) i布 考
P1 未掘 P66 26.92 35.4 P132 来銅

P2 27.25 35.8 P67 卦ミf相 P133 未抑

P3 27.23 27.6 P68 升と抑! P134 升ミi!TI

P4 27.19 34.8 P69 27.29 7.7 P135 未捌

P5 27.23 27.6 P70 27.33 7.3 P136 27.06 23.7 28SB2 

P6 27.22 34.8 P71 27.31 50.0 P137 27.13 19.3 

P7 27.19 13.3 P72 27.26 9.3 P138 未掘

P8 27.21 11.3 P73 27.18 9.2 P139 27.12 43.5 

P9 27.26 21. 5 P74 27.15 55.9 P140 未椀

Pl0 27.14 48.6 P75 27 15 28.9 P141 27.15 62.0 

P11 27.20 44.3 P76 27.16 52.4 P142 27.11 73.6 28SB2 

P12 27.19 111 P77 27.16 6.6 P143 27.15 25.5 

P13 27.24 34.2 P78 27.14 17.4 P144 27.04 48.0 

P14 27.28 13.5 P79 27.11 16.0 P145 27.07 16.0 

P15 27.27 12.3 P80 27.12 30.7 P146 27.06 49.3 

P16 27.27 14.3 P81 升ミ』和 PI47 27.08 31.6 

P17 27.24 22.6 P82 26.88 39.6 P148 26.93 6.0 

P18 27.18 46.2 P83 26.82 27.5 P149 26.92 19.6 

P19 27.20 31. 8 P84 26.91 52.0 P150 27.09 28.4 

P20 27 16 7.2 P85 26.95 39.2 P151 27.16 45.8 28SB2 

P21 27.19 44.8 P86 26.93 19.7 P152 27.16 41. 3 

P22 27.24 48.1 P87 26.97 14.0 1'153 未抑

P23 27.26 37.7 P88 26.92 10.6 P154 ラ長品百

P24 27.25 16.3 P89 未掘 P155 未捌

P25 27.20 62.8 P90 未掘 P156 27.16 108.7 28SB6 

P26 27.16 26.6 P91 27.11 42.8 1'157 27.09 41. 9 28SB1 

P27 27.34 19.7 P92 来掘 P159 27.13 26.7 

P28 27.30 20.2 P93 27.08 55.2 P160 27.18 35.0 

P29 未掘 P94 27.04 42.2 P161 27.16 31 0 

P30 27.25 14 7 P95 27.02 35.5 P162 未掘

P31 27.18 15.9 P96 26.96 20.0 P163 未概

P32 27.21 12.0 P97 来撫 P164 27.16 13.6 

P33 27.23 17.6 P98 未掘 P165 27.12 8.4 

P34 27.24 18.9 P99 来掘 P166 27.20 37.0 

P35 27.07 11. 7 P100 27.00 19.0 P167 未掘

P36 未掘 Pl01 27.05 39.6 P168 未掘

P37 27.13 25.5 P102 未掘 P169 未掘

P38 27.12 22.0 P103 26.96 38.5 PI70 未掘

P39 27.11 36.1 P104 26.97 21.3 PI71 来掘

P40 27.08 29.0 P105 26.92 35.0 P172 未槻

P41 27.20 8.3 P106 26.94 17.4 P173 未掘

P42 27.15 11.9 P108 26.90 36.5 P174 未掘

P43 27.10 22.0 P109 未掘 P175 未掘

P44 27.18 6.1 P110 26.92 20.2 P176 27.12 6.3 

P45 27.11 12.3 Pl11 26.89 29.5 PI77 27.20 20.7 

P46 27.07 30.9 P112 26.88 10.7 P178 27.15 26.6 

P47 27.14 18.4 P113 26.85 7.7 P179 27.24 27.5 

P48 27.13 25.0 P1l4 26.92 29.1 P180 27.11 8.8 

P49 27.09 21. 7 P115 26.85 24.4 P181 27.20 13.1 

P50 未掘 P1l6 来掘 P182 27.19 26.4 

P51 27.13 12.5 P117 26.79 19.6 P183 27.28 21. 2 

P52 未掘 P118 28.94 33.7 P184 27.27 26.4 

P53 27.05 56.2 P1l9 28.78 20.8 P185 未掘

P54 27.02 14.2 P120 28.85 24.5 P186 27.09 31. 9 

P55 27.00 28.1 P121 未掘 P187 26.89 27.0 28SB2 

P56 未掘 P122 未掘 P188 26.78 15.7 

P57 27.10 24.1 P123 未掘 P189 26.78 7.8 

P58 27.29 25.6 P124 未掘 P190 未掘

P59 27.33 24.8 P125 27.08 18.7 28SB2 P191 27.14 14.7 

P60 27.32 8.7 P126 未掘 P192 28.78 44.3 

P61 27.13 30.4 P127 来掘 P193 28.81 17.0 

P62 27.10 36.4 P128 27.13 51. 2 28SB2 P194 28.75 25.4 

P63 27.09 11.2 P129 27.14 6.0 P195 28.71 23.1 

P64 27.06 16.5 P130 未掘 P196 28.65 27.9 

P65 26.98 34.4 P131 27.17 33.7 28SB2 P197 28.60 25.5 

柱穴計測表(1)
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柱穴番号 標高(m) t果さ (cm) 制t 主，会
P198 28.65 18.3 

PI99 28.62 24.7 

P200 28.63 28.0 

P201 26.72 6.2 

P202 26.69 46.2 

P203 26.57 11.3 

P204 26.59 42.7 

P205 26.45 29.3 

P206 28.49 12.1 

P207 28.35 14.9 

P208 28.58 25.8 

P209 28.50 30.0 

P210 28.54 19.9 

P211 28.46 17.1 

P212 28.46 29.4 

P213 28.25 13.8 

P214 28.08 15.8 

P215 28.18 13.0 

P216 28.li 21. 8 

P217 28.18 10.8 

P218 28.14 31 7 

P219 28.16 33.0 

P220 28.11 17.7 

P221 28.31 39.2 

P222 28.10 15.2 

P223 26.53 37.6 

P224 26.34 4.8 

P225 26.51 7.0 

P226 26.37 9.4 

P227 未掘

P228 26.39 33.4 

P229 26.41 22.0 

P230 28.)] 13.8 

P231 28.16 15.9 

P232 27.05 17.3 

P233 27.04 10.8 

P234 26.99 52.8 

P235 27.97 23.7 

P236 28.08 13.0 

P237 27.97 16.6 

P238 27.89 27.7 

P239 28.01 18.8 

P240 28.06 14.5 

P241 28.10 10.7 

P242 27.32 7.9 

P243 27.31 20.0 

P244 27.31 25.8 

P245 27.28 24.5 

P246 27.29 21. 8 

P247 27.30 38.7 

P248 27.33 25.5 28SB6 

P249 27.29 15.6 

P250 27.28 19.8 

P251 27.28 29.4 

P252 27.29 42.0 

P253 27.29 60.4 

P254 27.28 6.8 

P255 27.22 4.7 

P256 27 18 8.9 

P257 未掘

P258 27.22 15.6 28SB6 

P259 27.21 39.4 28SBl 

P260 26.99 41.3 28SBl 

P261 27.12 21.0 

P262 27.09 4.6 

柱穴番号 標高(m) i~ さ (cm) 備 ヨ~
P263 27 .10 4.9 28SBl 

P264 27.03 48.7 28SBl 

P265 27 00 21 1 

P266 26.92 21. 7 

P267 27.01 16.5 

P268 27.03 27.0 

P269 27.10 43.5 

P270 27.13 22.0 

P271 27.12 32.1 

P272 27.11 69.2 28sm 

P273 27.15 37.5 

P274 27.06 50.0 28sm 

P276 オと掬!

P277 未品1:

P278 来品ij:

P279 27.10 21. 7 

P280 27.15 38.1 

P281 27.29 45.0 

P282 未品1:

P283 27.28 5.8 

P284 27.24 23.4 

P285 未揃

P286 27.18 33.5 28SB6 

P287 未掘

P288 未舗i

P289 未』回 28SBl 

P290 27.15 38.1 

P291 27.17 37.1 

P292 27.12 30.9 

P293 27.12 28.4 

P294 27.15 35.2 

P295 27.21 27.1 

P296 27.17 16.3 

P297 27.12 22.2 

P298 未繍

P299 27.13 8.4 

P300 未掘

P301 未羽田

P302 27.11 45.2 

P303 26.96 25.6 

P304 27.13 30.7 

P305 27.08 47.5 28SB2 

P306 未掘

P307 27.09 6.5 

P309 27.04 24.8 

P310 27.01 62.4 28SB2 

P3ll 27.04 18.4 

P313 27.10 14.4 

P314 27.17 38.0 28SBl 

P315 27.17 41.8 28SB2 

P316 27.15 34.8 28SBl 

P317 27.17 17.6 

P318 27.12 10.0 

P319 27.09 49.6 28SBl 

P320 27.07 33.9 28SB2 

P321 27.06 33.0 28SBl 

P322 27.03 0.8 

P323 27.08 21. 8 

P324 27.06 25.2 28SB2 

P325 26.56 9.6 

P326 26.88 24.0 

P327 27.05 39.6 

P328 27.06 16.8 

P329 27.01 26.0 28SBl 

P330 26.99 21. 2 

柱穴計測表(2 ) 

に
d
A
斗
A

ね穴番号 標高(m) i奈さ (cm) 1~ 1ì 考
P331 26.91 5.2 

P332 26.99 7 2 

P333 26.90 25.4 

P334 26.94 39.2 

P335 26.99 28.8 

P336 未掘

P337 未知

P338 26.96 11. 0 

P339 26.94 12.8 

P340 26.92 41.8 28SB1 

P341 28.04 12.5 

P342 28.06 36.0 

P343 28.09 15.5 

P344 26.92 17.6 

P345a 26.93 40.0 28SB1 

P345b 26.93 30.0 28SB6 

P346 27.06 19.9 

P347 27.01 32.9 28SB2 

P348 26.99 67.0 28SB3 

P349a 26.94 68.2 28SBl 

P349 b 26.89 35.6 

P350 26.91 14.4 

P351 26.97 24.2 28SB2 

P352 27.02 6.3 

P353 27.01 6.2 

P354 26.99 17.4 

P355 26.94 5.3 

P356 26.95 11.2 

P357 26.95 5.0 

P358 26.92 6.2 

P359 26.94 16.3 

P360 27.04 13.6 

P361 27.03 1l.4 

P362 27.01 9.6 

P363 27.91 15.1 

P364 26.89 8.3 

P365 27.04 31. 7 

P366 26.94 14.5 

P367 26.99 24.2 

P368 26.95 23.7 28SB2 

P369 26.80 13.6 28SB2 

P370 26.92 5.2 

P371 27.ll 4.3 

P372 27.07 32.5 28SB2 

P373 26.86 28.9 28SB2 

P374 27.11 3.7 

P375 26.53 24.2 28SB4 

P376 26.69 28.0 

P378 未掘

P379 26.61 45.0 28SB4 

P380 26.53 35.6 

P381 26.63 38.5 

P382 26.52 33.1 28SB4 

P383 26.51 25.4 

P384 26.80 18.4 28SBl 

P386 26.59 14.1 

P387 26.58 4.6 

P388 26.98 50.3 28SB6 

P390 26.53 48.1 28SB4 

P391 26.80 40.3 

P392 未品1:

P393 26.85 40.1 

P394 26.54 34.3 

P395 26.49 17.8 

P396 26.72 24.5 28SBl 



キ主穴番号 標高(m)i*さ(cm) 制11 考 柱穴番号 標高(m)深さ (cm) 1iJn 考 柱穴番号 標高(m) i~ さ (cm) 制t 考
P397 26.74 23.8 P462 26.78 17 7 P529 来掘

P398 26.79 48.8 P463 26.85 4.1 P530 未揃

P399 26.83 28.4 P464 27.38 8.5 P531 司王品百

P400 26.86 11.8 285B6 P465 26.85 46.8 P535 26.65 17.2 

P401 26.97 10.6 P466 26.83 45.9 285B1 P536 26.74 20.9 

P402 26.92 4.1 P467 26.85 40.1 P537 26.75 12.2 

P403 26.56 13.1 P468 26.57 64.5 285B4 P538 26.83 4.8 

P404 26.57 5.2 P469 26.84 3.4 P539 26.78 3.4 

P405 26.56 20.8 P470 未掘 P540 未加 285B4 

P406 未掘 P4.71 27.38 ]7.5 P541 未椴

P407 26.59 5.3 P473 P542 未椀

P408 26.57 10.6 285B4 P474 27.41 22.3 P543 未掘 285B4 

P409 26.96 7.3 P475 27.42 17.8 555B6 P544 未指i

P410 26.89 6.4 P476 27.39 12.4 P545 26.92 39.7 

P411 未掘 P477 27.36 23.7 555B6 P546 26.94 9.0 

P412 26.90 40.5 285Bl P478 27.33 24.7 555B5 P547 来捕i

P413 26.71 13.6 285B4 P479 27.34 38.3 P548 26.88 10.9 

P1l4 未掘 P480 27.32 17.0 555B5 P549 来掘

P415 未掘 P481 未掘 P550 未掘

P416 未掘 P482 27.37 27.7 555B5 P551 26.85 11.4 

P417 26.57 32.9 P483 米扱 P552 未椀

P418 未据i P484 27.33 2.2 P553 升ミ品ji

P419 26.49 22.7 P485 米掘 P554 オミj書官

P420 26.69 18.0 P486 未掘 P555 未掘

P421 26.67 45.3 285B3 P487 朱繍 P556 未掘

P422 未掘 P488 27.32 16.5 P557 未椀 285B4 

P423 26.74 16.3 P489 未掘 P558 未掘 285B4 

P424 未掘 P490 未掘 P559 未掘 285B4 

P425a 26.35 11.8 P491 未掘 P560 未掘 285B4 

P425b 26.36 78.7 285B4 P492 未掘 P561 26.28 0.3 285B4 

P426 未掘 P493 未掘 P562 未掘 285B4 

P427 26.58 18.4 P494 27.14 14.7 P563 未掘 285B4 

P428 26.74 5.4 P495 27.17 16.4 P564 未掘 285B4 

P429 未掘 P496 27.17 21.4 P565 26.66 78.5 285B4 

P430 26.41 27.5 285B4 P497 未掘 P566 26.56 37.6 

P431 未掘 P498 27.15 8.1 P567 未掘

P432 未掘 P499 未掘 P568 未掘

P433 26.71 15.0 P500 27.13 28.9 P569 26.64 49.7 285B4 

P434 26.72 33.4 P501 未掘 P570 26.74 54.8 285B4 

P435 未掘 P502 27.08 19.8 P571 未掘

P436 26.87 68.7 285B3 P503 未掘 P572 26.57 3.7 

P437 未掘 P504 来掘 P573 26.55 18.8 

P438 未掘 P505 26.67 26.8 P574 26.55 16.0 

P439 26.76 23.5 P506 26.68 34.6 P575 未掘

P440 未掘 P507 26.82 106.2 285B3 P576 未掘

P441 26.91 23.2 P508 未掘 P577 未掘 285B4 

P442 未掘 P509 26.64 39.2 P578 未掘 285B4 

P443 未掘 P510 26.62 9.7 P579 未掘 285B4 

P444 未掘 P511 26.64 4.8 P580 26.69 64.6 285B4 

P445 未掘 285B3 P512 26.67 45.6 285B3 P581 26.66 66.3 285B4 

P446 26.88 42.1 285B6 P513 26.61 43.5 285B4 P583b 26.83 12.2 

P447 26.90 13.8 P514 26.64 17.8 P583a 未掘

P449 26.90 34.9 285B1 P515 26.62 48.9 285B4 P584 未掘

P450 未掘 P516 26.34 146.6 285B4 P585 26.61 8.7 

P451 26.79 61.1 P517 未掘 285B4 P586 26.65 7.2 

P452 26.59 6.7 P518 未掘 P587 26.64 5.9 

P453 未掘 P519 未掘 285B4 P588 未掘

P454 未掘 P520 未掘 285B4 P589 未掘

P456 26.58 8.1 P521 26.57 41. 5 285B4 P591 未掘

P457 未掘 P523 26.52 43.9 285B4 P592 27.40 17.7 

P458 未掘 P524 26.60 36.7 P593 未掘

P459b 未掘 P525 26.83 13.2 P594 未掘

P459a 26.60 19.7 285B4 P526 26.76 12.2 P595 未掘

P460 26.85 24.2 285B1 P527 朱掠i P596 未掘

P461 27.40 10.8 P528 未掘 P597 未掘

柱穴計測表(3 ) 
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柱穴番号 標高(m) iZEさ(cm) 1ln 三宮，

P598 未掘

P599 26.52 31.0 

P600 26.36 19.2 

P60J 未掃

P602 米掘 28S34 

P603 未掘

P604 未掘

P605 26.58 40.3 

P606 未知1

P607 未掘

P608 未掘

P609 26.69 64.6 

P611 米掘

P612 未掘

P613 未掘

P614 未掘

P615 未掘

P616 未掘

P617 未掘

P618 未掘

P619 未掘

P620 未掘

P621 未掘

P622 未掘

P624 未掘

P625 未掘

P626 未掘

P627 未掘

P628 26.65 12.8 

P629 未掘

P631 26.62 22.5 

P632 26.44 21. 2 

P633 26.62 13.1 

P635 26.67 26.3 

P636 未掘

P637 26.61 18.1 

P638 26.64 21.5 

P639 26.56 32.0 

P640 26.60 18.3 

P641 26.58 12.4 

P642 未掘

P643 未掘

P644 26.30 12.4 28S34 

P645 26.83 34.6 

P646 26.76 34.8 

P648 26.49 35.0 

P649 26.73 46.3 

P650 未掘 28S34 

P65J 未掘

P652 未掘

P653 未掘

P654 未掘

P655 未掘

P656 未掘

P657 未掘 28S34 

P658 未掘

P659 未掘 28S34 

P660 未搬

P66J 未掘

P662 未掘

P663 未掘

P664 未掘

P665 ラ|ミ掘

P666 26.24 28.0 

P667 未掘

柱穴番号 +栗山(m) j~ さ (cm) 1~ 1ì 言修4 

P668 :1dlii 

P669 手|、品11

P670 升、Jll1

P671 司、品11

P672 升ミJ!11

P673 ラlミtii!

P674 米州l

P675 米Jll1

P676 25.94 8.2 

P677 ラ|ミ品11

P678 未払1:

P679 手lミ持ni

P680 25.83 21. 1 

P681 未J踊!

P682 米州!

P683 米J踊!

P684 未舗i

P685 未掘

P686 未栂

P687 未掘

P688 未掘

P689 未品1

P690 未指i

P691 未編

P692 未掘

P693 米掘

P694 未掘

P695 未品li

P696 未掘

P697 未掘

P698 未t輯

P699 25.70 15.7 

P700 米f開

P701 未掘

P702 来撤!

P703 25.58 12.1 

P704 未掠!

P705 未掘

P706 未掘

P707 来捕!

P708 未掘

P709 米掘

P710 未掘

P711 未指!

P712 未掘

P713 未掘

P7J4 未掘

PiJ5 来揃

P716 未掘

P717 来掘

P718 来J輯

P719 未摘

P720 未掘

P721 来拍i

P722 未採l

P723 米括i:

P724 来搬

P725 未捌

P726 25.91 21.0 

P727 未品li

P728 未拘!

P729 未掘 28S34 

P730 未掘

P731 26.14 17.0 

P732 未jlii

柱穴計測表 (4) 

ゥ，
，
A
吐

柱穴千件号 標高(m) 採さ (cm) 部t 考
P733 未掘 28S84 

P73'1 升と品H

P735 未捌

P736 米側

P737 未掬i

P738 25.85 19 5 

P739 25.88 8.1 

P740 ラlミ持H

P741 25.77 27 1 

P742 25.80 19.7 

P743 未品1:

P744 米相!

P745 未掘

P746 26.27 40.0 

P747 未掘

P748 26.03 17.5 

P749 25.93 13.6 

P750 25.94 8.8 

P751 来粥

P752 未掘

P753 未掘

P754 未掘

P755 未掘

P756 未掘

P757 未掘

P759 未掘

P761 米掘

P762 未扱

P763 米掘

P764 未掘

P765 未掘

P766 未掘

P767 25.99 1l.4 

P768 25.95 17.1 

P769 26.12 24.3 

P770 27.04 JO.9 

P78J 未掘

P782 未掘

P783 未掘

P784 未掘

P785 未掘

P786 未掘

P787 未掘

P788 未掘

P789 未掘

P790 未掘

P79J 未掘

P792 未掘

P793 未掘

P794 未掲

P795 未掘

P796 未掘

P797 未掘

P798 未掘

P799 未掘

P800 未掘

P80J 未掘

P803 未掘

P8C川 未掘

P808 未掘

P8JO 未掘

P811 未掘

P8J2 未栂

P814 米掘

P815 未掘



柱穴番号 標高(m) i*さ(cm) 部5 考 柱穴番号 f車両(m) i宗さ (cm) 11in 考 柱穴番号 標高(111) i~~ さ (cm) 備 表-

P816 未掘 P862 未振i P922 26.62 46.5 

P826 米摘i P863 米4府 P923 未繍

P827 未掘 P864 未ti百 P924 オミ品百

P828 未掘 P865 升とiff百 P925 未捕i

P829 未掘 P889 27.07 23.7 P926 27.30 21.3 28SB6 

P830 未槻 P890 27.03 1.4 P927 27.13 60.6 28SB6 

P831 未掘 P891 27 02 4.6 P928a 26.92 81.0 28SB6 

P832 未掘 P892 27.05 12 2 P928b 26.92 74.8 28SBl 

P833 未掘 P893 26.98 3.6 P929a 27.07 65.3 28SBl 

P834 米郷 P894 27.02 15.5 P929b 26.93 22.0 28SB2 

P835 未掘 P895 27.00 30.4 28SB2 P930 27.11 53.7 28SBl・6

P836 未掘 P896 司吋同 P931 26.92 103.7 28SB3 

P837 未掘 P897 司社相 P932 27.14 42.1 28SB6 

P838 未掘 P898 米痢 P933 26.87 52.6 285B3 

P839 未掘 P899 26.95 19.9 P934 26.78 50.0 28SB3 

P840 来掘 P900 26.80 98.8 28SB3 P935 26.82 85.9 28SB3 

P841 未掘 P901 27.00 15.0 P936 26.83 64.2 28SB3 

P842 未掘 P902a 26.93 34.4 28SBl P937 未掘

P843 未掘 P902b 26.93 58 2 28SB6 P938 26.77 5.5 

P844 未掘 P903 未掘 P940 26.76 11.0 28SB2 

P845 未娘 P904 26.77 6.4 P941 未掘 28SB2 

P846 未掘 P905 26.76 4.8 P943 26.99 96.5 28SB3 

P847 米掘 P906 26.77 4.4 P944 26.96 115.0 28SB3 

P848 未掘 P907 26.50 63.5 28SB4 P945 27.00 56.7 

P849 未掘 P908 未掘 P946 27.12 62.3 28SB6 

P850 未掘 P909 未掘 P947 26.94 68.5 28SB6 

P851 未掘 P910 26.63 33.2 P948 26.97 34.2 28SB2 

P852 未掘 P911 26.54 67.2 P949 27.40 32.1 

P853 未掘 P912 未掘 P950 未掘

P854 未掘 P913 米撮 P951 未掘

P855 未掘 P914 未掘 P952 未掘

P856 未掘 P915 未掘 P953 未掘

P857 未掘 P916 未掘 P954 未掘

P858 未掘 P918 26.10 26.6 P955 未掘

P859 未掘 P919 未掘 P956 未掘

P860 未栂 P920 未掘 P957 未掘

P861 未掘 P921 米掘 P958 未掘

P959 未掘

柱穴計測表 (5) 
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V まとめ

柳之御所遺跡堀内部地区では、これまでの発掘調査によ って遺跡のほぼ中央部に平泉遺跡群の中でも大規

模な掘立柱建物跡群や遺物を多量に含む竪穴建物跡を始めとして井戸 ・土坑群 ・塀跡、などが密集して見つ

かっている。加えて、これらの遺構群の南西に隣接するように本遺跡内ではH佳ーの池跡、も確認されている。

こうした遺構群の内容と遺跡内での立地から柳之御所遺跡堀内部地区内でも中心的な機能を有する地区で

あったと考えられている。国史跡に指定され、遺跡の内容確認調査を継続して行うとともに過去の調査報告

を整理する中で、遺構の新旧関係と年代観が不確実なままの遺構があることが問題となってきた。今回の59

次調査は、遺構変遷について一定の見通しをつけるため、掘立柱建物跡については遺構復元を念頭に置いて

柱径や材質といった情報を得るために改めて調査を実施した。

重複関係 この調査を基にこれまで検出されている遺構の重複関係を一覧表に整理した。

干重
遺構名 本造一構より古い遺構 本遺構より新しい遺構

間接重複

類 (平面的に重なっている)

28S B 1 
28S B 6、28SX 1、28SE 1、

28S B 2、28SE 2、28SA 3 
28S A 1 

l'JITl 28S B 1、28SB 3、28SB 6、

J.L 28S B 2 28 S E 2 28S E 6 
28S E 7、28SE 8、28SE 9、
28 S K11、28S K13、28SA 1、

中主 28S A 3 

建 28 S B 3 28 S E 9 28S E 8、28S K11、28S K 13 28S B 2、28S K 15 

物 28S B 4 28S B 8 28 S E 11、28S K 14、50SB 4 

跡 28S B 6 28S B 1、28SE 1、28SE 2 28S B 2、28SA 1 

28S B 8 28S B 4 28 S E 11 

50S B 4 28S B 4 

塀 28S A 1 28S A 3 28 S D 1、28SX 1、28S B 1 28S B 2、28SB 6 

跡 28S A 3 28S D 1、28SA 1 28 S B 1 

特 28S X 1 28 S A 1 28S B 1 

{巷 28S D 1 28S A 1、28S A 3 

28S E 1 28S B 6 28S B 1 

28S E 2 28S B 6 28S B 2 28S B 1 
井
28S E 6 28S B 2 

戸 28S E 7 28S B 2 

28 S E 8 28 S B 3 28S B 2 
跡
28S E 9 28S B 3 28S B 2 

28 S E 11 28S B 4 28S B 8 

28 S K11 28S B 3 28S B 2 

土 28 S K13 28S B 3 28S B 2 

坑 28 S K14 28 S B 4 

28 S K15 28 S B 3 
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こうした新旧関係を基にした中心域における遺構の変遷については平泉文化研究年報6号(岩手県教育委

員会、平成18年3月)にて報告する予定になっている。

掘立柱建物跡 中心域で確認されている建物跡は全て掘立柱建物跡である。28S B 1・28SB 2・28SB 

3・28SB 4・28S B 6・28SB 8・50SB 4である。この中で遺構検出のみで精査のあまりされていな

かった28SB 4を主に調査している。

上記した掘立柱建物跡 (50S B 4を除く)は平面規模が大きいだけでなく何れも柱問寸法が揃っており、

規格性の高い建物跡であったことが判明した。加えて殆どが南一北軸線を意識して建てられている。柳之御

所遺跡堀内部地区では数多くの掘立柱建物跡が確認されているが、柱間寸法がこのように揃う建物跡は認め

られない。その多くはこれらの建物より小規模なものであるが、平面規模でこれらの建物に匹敵するものに

関しでも柱間寸法には少しばらつきがあるのである。つまり堀内部地区はその中心域に規格性の高い大型の

掘立柱建物跡群、その周囲には柱間寸法が少し揃わない掘立柱建物跡群が展開していると見ることができる。

柱間尺の規格性が高いといえる掘立柱建物跡は平泉遺跡群の中にも認められるようである。例えば柳之御

所遺跡堀外部地区の30SB 1・30SB 2、倉町遺跡l号建物跡などがそうで、こうした傾向は堀内部地区に

限ったものではなく平泉遺跡群の特徴の一つで、あるといえそうである。

これまでの調査で中心域には28SB 7という建物跡が考えられていたが除外することにした。この建物跡

は建物を構成するはずの柱穴が未検出の箇所が多かった。今回の再調査でも柱穴は見つからず、それは削平

だけでは説明できない状況であったため建物跡とは考えないことにした。検出した柱穴に比べると掘立柱建

物跡の棟数がかなり少ないので、これからも建物跡の抽出に努めなければならないだろう。

YG59土層注記(1)
P375 I P390 

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 かわらけ細片 I1. 10YR3/3A音褐色土 地山ブロック、炭粒、
を大量、炭粒微量、地山ブロック微量含| かわらけ細片を微量含む 粘性、締まり

む 粘性やや有、締ま っている | やや有

2. 10YR4/2灰黄褐色土地山ブロ yク少量

含む 粘性有、締まりやや有

※ 1)曹は抜き取り 、2層は本来の堀方の埋土

2. lOYR7/3にぶい黄櫨色土ブロック玉体 I2. 
灰黄褐色土ブロァク多量含む 粘性やや

有、締ま りやや弱

(P617)・P543・(P619)

1. 10YR3/4暗褐色土河原石大量、かわら

け細片を微量に含む 粘性、締まりやぞ

有

10YR5/3にぶい賞褐色土炭粒ごく微

量、河原石大量に含む 粘性有、締まり

やや有

P379 

※ 1-5層抜き取り ただし、 5層は堀方の

可能性あり

1. 10YR4/4褐色土 かわらけ細片大量、炭

粒少量含む 粘性弱、締まっている

2. lOYR4/1褐灰色土 かわらけ細片微量、

1)膏及び3層の墳には炭がうすく長く堆積

する 粘性、締まりやや有

3. lOYR4/2灰黄褐色土地山ブロァク少量

含む粘性やや有、締ま っている 河原

石含む

3. 10YR3/4A音褐色土酸化鉄有 かわらけ I3. lOYR4/3にぶい黄褐色土地山ブロック
細片、炭粧微量含む 粘性、締まりやや| を不規則に少量含む 炭粒微量、かわら

有 | け細片ごく微量含む粘性やや有、締

4. 10YR7/3にぶい黄樫色土プロック主体 | まっている

灰黄褐色土少量 炭粒、かわらけ細片ご I4. 2.5Y8/2灰白色粘土炭粒、かわらけ細
〈微量含む粘性、締まりやや有 | 片ごく微量含む 粘性やや有、締まって

※ lは抜き取り 2-4が堀方 いる

5. 10YR6/3にぶい黄櫨色土 地山ブロック

P408 多量に含む 上には河原石が多量に見ら

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 多量の河原| れる 粘性弱、締まっている

石、かわらけ細片を少量含む粘性やや I6. 2‘5Y8/2灰白色砂酸化している部分も
有、締ま っている ある 粘性弱、締まっている(地山かつ)

4. 10YR4/2灰黄褐色土地山ブロ γク多量 I2. 10YR4/3にぶい黄褐色土地山ブロク I7. 2.5Y7I4浅黄色粘土酸化している部分
含む、炭粒ごく微量含む 粘性やや有、 (小粒)多量に含む 粘性やや有、締まっ | もある 粘性弱、締まっている(地山

締まっている | ている | かつ)

5. 2.5Y8/4淡黄色粘土プロック主体その I3a 2.5Y7/2灰黄色褐色土ブロック玉体 に
隙聞に灰賛褐色土土ごく微量含む 粘性| ぶい黄褐色土プロック少量含む 粘性

やや有、締まっている | 有、締まりやや有

3b 2.5Y7/2灰黄色褐色土ブロγク主体 に

ぶい黄褐色土ブロック少量、かわらけ片

微量含む 粘性有、締まりやや有

※ 全て人為堆積 2層の所に柱があったの

かつ 3a . 3bは掘方になるのか?

ハU
Fh
u
 



ド キ
~'\ 
'0"5〆

/ぐ
，<， 
"Cy" 

Jぐ ムぐ

SD4 

〉く

0363 -235 

118 

〉く'Q"I
1や 〉ぐ'0'0除

ムぐψ〆必

A
V
 

H

や

ゾス
¥

/
 

へ、dわ

や
〉ヘ hvx

 
6
X
 

、私

会
へも
〉ぐ

〉ぐ<{，♂

長子
0，'1: 

〉ぐ
〆Q
"i快

〉ぐ

，.9> 

〉ぐぶ

〉ぐ
かくらん

命
令

〉ぐ xミデ

、
.0 
桜
"i 

× 

、
.'o 
5 
ら

X 

らおxo，'O 
'0'0 

×45 

854 

× 

。 10m 

第26図 北上川沿い調査区遺構配置図

51・52



P557 
1. 10YR2/2里褐色土褐色土ブロ yクを少
量、炭粒、かわらけ多量に混じる 粘性、 I4 
しまりやや有

2. 10YR4/4褐色土 地山ブロック多量に含
む 3暦との境にはうすい炭が層を成す I5 
かわらけ多量含む、河原石少量含む 粘
性、締まりやや有

3. 2.5Y8/4淡黄色粘土質地山ブロック主体
その隙間に暗灰黄色土微量含む かわら

け多量、炭粒微量含む 粘性、締まりや I7 
や有

4. lOYR2/1異色土粘性、締まりやや有(こ
れは土坑かつ)

※ 1-3府は同時に埋めたと見てもよい土佐積
(人為) I P570 

※ もともとは土坑があった (4層)その上に I1. 10YR3/4日音褐色土ブロ yク 里褐色及び
I _. :I~ ，~r;~; r:""' ':';;~~!-Æ-cJ-A ';;_;'.~~~: 12 

柱穴があってそれを抜き取った(1-3層) I 地山ブロックも多量に含む 中小の礁と
※ かわらけは一括廃業、その時占で割れて| かわらけ細片を多量に含む 粘性やや
いるかわらけを廃棄している | 弱、締まっている

※ 層間に自然、堆紛が見られないので短時間 I2. 10YR4/2灰賞褐色土 地山フロック小粒 I3 
での堆積 | を多量、かわらけ細片をごく微量含む

粘|生やや弱、締まっている
3. 10YR3/411音褐色土 かわらけ叫II}-，、炭粒
をごく微量含む 粘性、締まりやや有

4. lOYR4/3にぶい黄褐色土酸化鉄有粘
性、締まりやや有
10YR4/4褐色土 地山フロック微量含む

粘性、締まりやや有
10YR6/8明黄褐色土品ll性やや有、締ま
っている

10YR4/2灰黄褐色土 炭粒ごく微量含む
粘性やや有、締まり弱

8. 10YR6/3にぶい賞燈色土地山ブロ γ ク

多量、炭粒(大)微量含む 粘性やや有、
締まっている

10YR4/2灰黄褐色土炭粒多量に含む
粘性やや有、締まり弱 1 

I P933 
10. 10YR412灰資褐色土地山プロァク(極 |
小)、炭粒微量に含む品問やや有、締 11. 町 R4/1褐灰色土地山ブロック多量に
まり弱 | 含む炭粒極微量に含む粘性やや有、

※ 1・2層は抜き取り 3-10屑は据方の埋| 締まっている (SB3の柱穴の堀方)
土 9隠は2)習の Fにもi暫く見られる

YG59土層注記(2)
(P543) . P618 

1. 10YR3/4H音褐色土 かわらけ細片、河原
石を多量に含む 粘性やや有、締まって
いる(人為)

2. 2.5Y7/6明寅褐色粘土ブロ γク主体時
褐色土ブロ γク少量混じる 粘性、締ま I1 
りやや有(人為)

3. 10YR4/4褐色土粘性、締まりやや有(人

為)
4. 10YR3/3日産褐色砂質土 河原石大量、か

わらけ細片微量含む 粘性弱、締まりや I3 
や有(人為)

5. lOYR3/1黒褐色土河原石は 4I習に付う
粘性、締まりやや有(人為)

6. 2.5Y8/4淡黄色粘土ブロ yク多量里褐
色土ブロ yク少量粘性やや有、締まっ
ている(人為)

P413 
1. 10YR3/311音褐色土 かわらけ細片多量、
炭粒微量含む 粘性やや有、締まってい
る

2. 10YR412灰貰褐色土粘性やや有、締ま
っている

3. 10YR4/3にぶい黄褐色土 かわらけ細片、
炭粒少量含む 粘性、締まりやや有

4. 10YR4/2灰黄褐色土地山ブリァク (大
粒含)、磯ごく微量含む粘性やや有、
締まっている

※ 1 -3抜き取り 4堀方つ

P459 
1. 10YR4/4褐色土地山ブロァ夕、炭粒、

かわらけ細片を微量含む 粘性やや有、
締まり弱(抜き取り)

2. 10YR412灰黄褐色土 地山ブロァク多量 I2 
に含む粘性、締まりやや有(甥方)

P560 
1. 10YR3/3B音褐色土 かわらけ細片多量、
車整合む 粘l生やや有、締まっている(抜
き取り)

2. 10YR4/1褐灰色土 地山プロック大量に I5 
含む 粘性やや有、締まっている(堀方) I 

3. 10YR3/3B音褐色土 かわらけ細片ごく微 I6 
量含む 粘性、しまりやや有

4. 10YR3/4日音褐色土 地山ブロック大量に I7 
含む 粘性やや有、締まっている

5. 3層と同じ

P564 

1. 10YR312里褐色土地山ブロック大量に I9 
含む かわらけ細片と炭粒をごく微量含
む粘性やや有、締まっている(堀方)

2. 10YR3/4日音褐色砂質土 微細なEE及びか
わらけ細片を少泣含む 粘性弱、締まり

弱(抜き取り)
3. 10YR4/2灰貰褐色土 かわらけ組i片、炭

粒を少量含む 粘性、締まりやや有(抜
き取り)

P569 . P610 (カクラン)
(P569) 
10YR4/3にぶい賞褐色土 かわらけ紐l片

多量、大小の際多量に含む 粘性、締ま
りやや有(抜き取り痕)

2. 10YR5/4にぶい111褐色土酸化鉄有粘
性やや有、締まっている
10YR7/4にぶい黄燈色土 にぶい賞褐色

土ブロック(極少絃)を少量含む 粘性
やや有、締まっている

4. 10YR4/2灰黄褐色土とにぶい黄櫨色地山
ブロァクの混合 炭粒ごく微量含む 粘
性、締まりやや有

5. 10YR4/1褐灰色土炭粒、かわらけ祁l片
含む

※ 2-5層は熔方の埋土

P610 
1. 10YR4/3にぶし、黄褐色土 地山フロック

微量含む 粘性やや有、締まっている

2. 10YR8/4浅黄樫色土 かわらけ細片含む IP581 
粘性、締まりやや有

3. lOYR8/4褐色土炭粒少量含む新しい
l時代の陶磁器 ・鉄片なとが入る 粘性、
締まりやや有

4. 10YR4/4褐色土と池山ブロックの混合土
粘性、締まりやや有

P565 
1. 10YR2/3黒褐色土地山ブロァク 、炭粒

I 3 少量、かわらけ (細片から完形まで)大
量に含む 粘性、締まりやや有
10YR7/4にぶい黄褐色土褐灰色土フ I4 
ロ yク少量、炭粒、かわらけ細片ごく微
量含む 粘性やや有、締まっている

3. 10YR3/3暗褐色土炭粒多量、かわらけ
片少量含む 粘性やや有、締まり弱

2.5Y7I3浅黄色粘土黄灰色粘土ブロッ
ク、炭粒少量含む かわらけ片微量含む

粘性有、締まりやや有
10YR7/4にぶし、黄櫨色粘土 かわらけ片

含む粘性有、締まりやや有
6. 10YR3/3暗褐色土ブロック主体地山粘
土プロァク多量ぬ含む かわらけ細片微
量含む 粘性やや有、締まっている
10YR4/3にぶい黄褐色土 地山粘土ブ
ロック多量、かわらけ細片少量含む 粘
性やや有、締まっている

※ 1-5が抜き取り 6が堀方 7は別の柱穴 IP605 

q
ベURU
 

P612 ・P579

(P612) 

1. 10YR3/3陥褐色土 炭粒少量、かわらけ

組l片微量含む 粘性やや有、締まりや平

~~ 
(P579 ) 

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土酸化鉄有地

山プロ yク多量含む(大位) 炭粒ごく

微量含む 粘性やや有、締まっている(抜

き取り痕)

P609 ・P580

(P609) 

1. 10YR3/2里褐色土粘性、締ま りやや有

(P580 ) 

1. 10YR3/3暗褐色土 地山ブログクを多量

に含む かわらけ細片、炭粒少量見られ

る 小磯少量含む粘性、締ま りや干有

(抜き取りの土)

1. lOYR6/3にぶい黄櫨色土フロック(細)

灰黄褐色土ブロゴク微量混じる 2層と

の境界付近には大量の河原石が見られる

粘性弱、締まっている

2. 10YR3/2里褐色土 1層との境界には多

量の河原石が見られる 粘性弱、締まっ

ている

lOYR4/4褐色土 地山ブロァク少量含む

粘性やや有、締まっている

10YR4/2灰黄褐色土 地山ブロック少量

含む粘性やや有、締まっている

5. 10YR5/4にぶい黄褐色土 地山ブロック

多量、際微量含む 粘性、締まりやや有

6. lOYR4/2灰黄褐色土地山粘土ブロ γク

多量に含む 粘性有、締まりやや有

7. 2.5Y7/6明黄褐色土粘性、締まりやや

有

8. 2‘5Y7/4浅黄色土灰黄褐色土ブロック

少量含む 粘性、締まりやや有

9. 2、5Y7/6明黄褐色土灰黄褐色土ブロッ

ク少量含む 粘性、締まりやや有

※ 1-6層は抜き取り 7-9層は堀方

1. 7.5YR3/2里褐色土かわらけ片、磯含

む粘性、締まりやや有

10YR3/2黒褐色土 にぶい黄櫨色土地山

ブロック大量に含む かわらけ片少量含

む粘性、締まりやや有

lOYR2/1呈褐色土 かわらけ細片を大量

に含む 粘性、締まりやや有

4. lOYR5/3にぶい黄褐色土 地山灰白色

土、 l皆褐色土プロックを多量に含む か

わらけ片も多く入る 粘性やや有、締

まっている 上国に伏せたかわらけが

あった

※ 全て人為 11習は新しい堀方かつ

42S013 

1. 10YR3/311音褐色土 かわらけ細片少量、

地山プロック微量、大小の擦は部分的に

見られる 炭もごく微量含む粘性、締

まりやや有 人為堆積



第VI章付編 自然科学分析調査報告書

( 1 )柳之御所遺跡出土木製晶の年輪年代測定結果

独立行政法人文化財研究所 奈良文化財ー研究所

埋蔵文化財センター古環境研究室長 光谷拓実

はじめに

わが国では奈良文化財研究所が長年かかって、ヒノキ、スギ、コウヤマキ、ヒパの4樹種について、年代

を割り出す際に基準となる暦年標準パターンをそれぞれヒノキが約2900年間 (紀元前912年一2000年)、スギ

が約3300年間 (紀元前1313年一2000年)、コウヤマキが約700年間 (22年一741年)、ヒパが約400年間 (924年

一1325年)について作りあげてきた。これらの暦年標準パターンは、地域別、樹種別に個々の状況に応じて

使い分けながら、広い地域の歴史学に関連した木材の年代測定に多くの成果を上げている。

東北地方において広く使っている暦年標準パターンは、東北地方の遺跡出土木材で作成した891年分のス

ギの暦年標準パターン(1988年作成:436年一1337年)と、 401年分のヒパの暦年標準パターン (1992年作成

: 924年一1325年)とである。これまでに、この2種類の暦年標準パターンを使った考古遺跡は数多し迎。なか

でも 1988年に秋田県史跡払田柵跡の柵木の年輪年代が、801年、802年の2年にまたがって伐採されたスギ材

が使われていたことを明らかにした事例は、長年にわたった論争 (759年の創建雄勝城とする説とそうでな

いとする反対説)に、はじめて具体的な年代情報が提示され、創建当初の雄勝城でないとする説を補強する

結果となり、研究者の関心を大いに呼ぶことになった 1)、2)。

一方、岩手県においては、 1988年からはじまった柳之御所跡の発掘調査で出土したスギの折敷に墨で描か

れた「寝殿造墨画」の年代測定例が最初であった。この折敷の最外年輪の年代は1051年+α年と判明、この

原木の伐採年を推察した場合、藤原氏初代~三代にかけての年代のものである可能性がきわめて高いことが

わかり 、この遺跡の性格を考えるうえで重要な年代情報となった。これを契機に、年代測定が可能と思われ

る木材が出土する度に、年輪年代法による出土木材の年代調査を断続的に実施してきた。しかし、これらの

年代測定結果は既刊の報告書に散発的に取りあげられたことはあったが、総括的にまとめた報告はなかった。

そこで、このたび刊行される 「柳之御所遺跡一第四次発掘調査概報一』に収録する機会をいただいたので、

これまでの調査結果をとりまとめて報告することとする。

年輪年代法の原理

樹木には一年を単位とする年輪が形成されるが、この年輪幅はとりわけ気温、降水量、日照時間などの気

象条件によって左右される。実際にヒノキやスギの年輪の変動変化 (年輪パターン)を過去に遡って調べて

みると、同年代に形成された年輪は広い地域においてはほ同じものになっている。まずこうした特性をもっ

た樹種であれば、年輪パターンを手がかりに、同年代に形成された年輪かどうかの判定が可能となる。

年輪年代法にとって第1に重要な点は、長期に遡つての暦年標準パターンを作成することにある。この作

成作業は、最初に伐採年の判明している樹木の試料から年輪幅の計測値 (年輪データ)を多数収集し、ひと

まず暦年標準パターンを作成する。さらに古建築材や遺跡出土木材を多数収集し、これらから計測収集した

年輪データを用いて作成した年代未知パターンを現生木の年輪で作成した暦年標準パターンと照合、合致し

た年代位置で正しく連結し、過去に遡らせる。さらに、この作業をサンプルの得られる限り古い年代まで遡

上させ、結果として長期の暦年標準パターンを作成する。次に年代不明の木材の年輪パターンを暦年標準パ

ターンに当てはめて合致するところを探し求めれば、年代不明木材に刻まれている最外年輪に暦年標準パ
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ターンの暦年をあてることによ って、不明木材 (樹皮が付いているか、あるいは樹皮直下の年輪が残存して

いる形状のもの)の最外年輪が今から何年前に形成されたものか、つまり、その試料材の伐採年、あるいは

枯死年が暦年で確定できる。これが年輪年代j去の基本原理である。こうして得られた年代について、上記の

ような形状をした木材や木製品であれば、年輪年代を解釈するにあたってはそう大きな問題はない。しかし、

原木の外周部が大きく削られたり、腐蝕してしまったものであれば、残存最外年輪の年輪年代が確定しでも、

原木の伐採年代からは著しく古い年代を示すことになるので、その取り扱いには注意を要する。そこで、年

代測定の対象となる木材の形状をつぎの3つに大別して説明しておこう 。

試料の形状と年輪年代

1) 樹皮型・樹皮または最外形成年輪が完存しているか、あるいはその一部でも残存しているもの。この

タイプの年輪年代は原木の伐採年を示す。

2) 辺材型:試料の一部に辺材をとどめているもの。このタイプの年輪年代は伐採年代に比較的近い年代

を示す。

3) 心材型:辺材部をすべて失い、心材部のみからなるもの。このタイプの年輪年代は伐採年より古い年

代を示す。

この他に、出土木材から得られた年輪年代を遺跡、遺構にあてはめて考える場合に、注意しなければなら

ない点がある。普通、木製品の場合、 A)山から原木を伐り出し、 B)何年間か乾燥させ、 C)目的とする製品

に加工し、D)これを何年聞かにわたって使用、そしてE)最終的に廃棄、といった過程をたどる。今回のよ

うに、扱った大多数のものが当時宴会なととで、使ったであろう 一過性の強い折敷の類である ことから、A) か

らE)に至る経過年数はきわめて少ないものが多いと考える。となると、今回得られた年輪年代は比較的、

遺跡、遺構の年代に直接的に関わる年代情報が多いように思われる。また、古材を再利用したものであれば、

これまた実際の年代より古い年代を示すことになるから要注意である。

試料と方法

年輪年代法による年代測定にあたっては、柳之御所跡の発掘調査で出土した木製品のなかから、スギやヒ

パの柾目板を使用した木製品に着目し、年輪がおよそ100層以上あると思われるものを選ぶこととした。選

定した木製品は、比較的年輪密度の高い折敷や曲物類であった。現地で選定した木製品は当研究所に搬送し、

専用の年輪読取器(実体顕微鏡付、 O.Olmmまで測定)で年輪幅を計測した。つぎに、年代を割り出すにあたっ

て準備した暦年標準パターンはスギが436年一1337年、ヒパが924年一1325年の 2種類である。コンピュータ

による年輪パターンの照合方法は、時系列解析に用いられる相関分析手法3)によった。この方法は、ヨー

ロッパの年輪年代学研究者が1970年代から広く使っている方法である。ここで年輪パターンの照合が成立し

たか否かについての判断基準としてはt分布検定による検定をおこない、t1直主主5.0前後以上となる箇所に着

目する。このときt値が5.0前後以上となる箇所が複数箇所検出されたときには、最大di直の年代位置を最優

先する。最終判断を下すにあたっては、コンピュータで検出した最大t値のところで相方の年輪パターング

ラフを重ね合わせ、目視で詳細に検討し、問題のないことを確認してから木材の最外年輪の年代を確定する

こととした。

結果

長年にわたる柳之御所跡の発掘調査で出土した多量の各種木製品のなかから、実際に年代測定用の出土木

製品を選ぶとなると意外に少ない。それは、選定樹種がスギとヒパに限られること、つぎに木製品のなかの

年輪が一応の目安としている100層以上必要なこと、また、大きく乱れることなく均一に年輪が刻まれてい
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ることなどの条件を満たすものが、極端に少ないからである。しかし、こうした選定条件のもと、本遺跡で、

年代測定用に選び出した木製品の総数は42点であった。樹種の内訳はスギ材が36点、ヒパ材が6点であった。

このなかで樹皮型-4点、辺材型-21.点、心材型一15点、辺材と心材の識別が不明瞭なもの-2点であった。

これらの計測年輪数や年輪年代は、図 1-図2に示したとお りである。

今回扱った木製品は概して大きい形状のものはなく、年輪数が100層以下のものが11点もあった。普通、

年輪数の少ないものは暦年標準パターンとの照合において成立しない場合が多いが、今回はそのうち 9点に

ついて暦年標準パターンとの照合が成立し、年輪年代を確定することができた。全体としては、年輪年代が

判明した木製品は約 8割の31点が確定し、本遺跡の年代や性格を考えるうえで貴重な年代情報が得られた。

つぎに、清衡 (初代)、基衡 (二代)、秀衡 (三代)の3代と木製品の年輪年代 (樹皮型、辺材型)との関

係を対応づけて見ることとする。

j青復i

初代清衡は、平泉の黄金文化の基礎を築いた武将として有名である (1056年一1128年)。今回の年輪年代

から、果たして清衡の時代のものが存在していたのかどうか、この点に的を絞り年代結果をみてみることと

する。No1の折敷には寝殿造墨画があざやかな筆致で描かれており、関係者から大いに注目されたものである。

この年輪年代は心材型で1051年+α年、これに削除された外側の年輪 (α年)を秀衡の晩年まで下らせると

なると、あと70余年分加算しなければならず、外側を幅にして約7cm以上削ることになる(平均年輪幅が1.0mm

幅で推移したものと仮定した場合)。 ちなみに、樹齢200-300年以上の天然スギの平均辺材幅は4.5-5.0cm

である。ここで他の出土折敷類をみてみると、辺材部をとどめているものが多いことからして、この折敷の

外側が7cm以上にわたって大きく削除されている可能性は少ないように思われる。したがって、この折敷は

清衡の生存中に製作されていてもおかしくはない。これ以外に、確実に清衡の時代のものと断定できるもの

にNo14の杓子形木製品とNo18の折敷とがある。No14の形状は辺材型で、辺材幅が4.0cmあり、これの年輪年

代は1105年であるから、残存辺材幅からみて伐採年代に近い年代と見られるので、初代の頃のものであろう 。

No18は辺材幅が4.5cmで、年輪年代は1050年、これもまた清衡の時代のものとみて間違いない。但し、古材

を再利用したものであったり、伝世したものである可能性はある。このように、年輪年代の結果を見るかぎ

り、清衡の時代と重複する年輪年代を示すものは少ない。

基衡

基衡は1157年頃に没したと推定されている。年輪年代からは、 j青衡没後の1128年から基衡の推定死亡年で

ある1157年の聞に入る物に着目すると、 No2の折敷 (1141年)、No4の折敷 (1138年)、No6の折敷 (1136年)、

No10の折敷 (1130年)、 No17の折敷 (1123年)、No29の板材 (1148年)の6点が考えられる。この結果から、

柳之御所がこの代になってはじめて本格的に機能しはじめたことが読みとれる。

秀衡

秀衡の時代に該当する木製品は、基衡没後の年代 (1157年頃)を上限にしてそれより後の年輪年代に注目

すると、 No3の折敷 (1158年)、No7の折敷 (1180年)、No8折敷 (1173年)、No9の折敷 (1175年)、 No11の折

敷 (1164年)、 No13の? (1173年)、No15(1169年・飾り具?)、No25の折敷 (1177年)、 No27の折敷 (1186年)、

No33の薄板 (1181年)、No34の曲物底板 (1162年)、 No35の折敷 (1159年)、 No36の折敷 (1155年)の総数13

点がリストアップできる。このように初代、二代の頃のものに比べて、格段に数量が多い。このことは、秀

衡の代において本遺跡が隆盛をきわめていた時代であったことを示している。

以上、藤原三代についてそれぞれ個別に焦点をあてて年輪年代をみてきたが、 42点の年輪年代からは、本

遺跡の年代が12世紀の後半代、とくに秀衡の時代のものが格段に多いことがわかった。このことは、本遺跡

が最も活発に機能していたのは秀衡の時代であったことを年輪年代の結果から垣間見ることができる。なか
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でもNo27の折敷から得られた年輪年代1186年は、藤原氏滅亡の直前まで本遺跡が機能していたことを示す唯

一の出土遺物でもある。ちなみに現時点では、1189年の滅亡以降の年輪年代を示す出土木製品はlつとして

発見されておらず、源氏によって滅ぼされた時点をも って、本遺跡そのものが完全に終駕したことを物語っ

ていると見てよかろう 。

1) 新野直吉、船木義勝 『払田柵の研究』、文献出版、 1990年

2) r払田柵跡E一区画施設一』、秋田県文化財調査報告書第289集、秋田県教委、秋田県教育庁払田柵跡調

査事務所、 1999年

3) 田中琢、光谷拓実、佐藤忠信 「年輪に歴史を読む一日本における古年輪学の成立一」、奈良国立文化財

研究所学報第48、同朋舎出版、1990年

注)これまで継続的に実施してきた調査結果は、すでに報告書等に散発的に報告されたものもある。今回、

同ーの木製品についても収録したが、何点かは今回再報告する年輪年代と異なったものもある。この場

合、年輪年代の取り扱いは本報告に掲載した年代値を採用していただきたい。

28SE2出土「寝殿造墨画折敷J (試料NO.1) 
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柳之御所跡遺跡出土木製晶の年輪年代測定結果 No.1 

製品名 A.D. 
No 出土遺構

(遺物番号)
樹種 年輪数 年輪年代 t ii直 辺材(cm)

28SE2 墨(画20折80敷) スギ 95 1051 6.2 

2 28SE2 墨(書20折81敷) 。 99(+1層) 1141 5.6 5.2 

3 28SE16 
。

262(+1層) 1158 7.3 4.0 (2774) 
今

。
4 28SE16 (2772) 

ペク 209(+1層) 1138 8.2 2.6 929 11i138 

5 不明 折敷 ヒ1¥ 110 

6 31SE2 折(敷28底67板) 身 323 1136 7.2 1.1 814 

7 28SE11 
。

173(+1層) 1180 5.8 不明 1007 11180 (2509) 
。

8 21 S01 a 
ペシ

スギ 97 1173 7.6 4.5 (652) 

9 28SE3 
。

174 1175 6.8 5.0 (2131) 
。

10 28SE2 
dシ

260 1130 6.7 2.7 (2084) 
。

11 31SE6 
。

207 1164 8.4 3.2 958 (2996) 
。

12 21S01a 円形(曲60物7)底板 '" 141 1.9 

13 不明 不明 。 162 1173 4.9 不明 1012C当11173

14 31SE1 杓子(形木製)品 '" 94 11 05 5.9 4.0 1 012L__j i1105 
2822 

15 21S01a 飾(り74具5)つ 。 119 1169 4.9 3.5 

16 21S01a (折64敷5) 4シ 57 0.8 

17 28SE4 折敷(2底36板3)・緩 。 66 1123 6.1 3.2 1058 LJ 1123 

18 28SE11 折敷 々 142 1050 4.5 4.5 909仁二二コ 1050

19 28SE11 4シ '" 116 

20 28SE4 折(2敷? d少 105 371) 

21 21SE1 折敷 。 140 

700 脚抑 10∞1106|1po
I 1 11 A.D 

。ORU 



柳之御所跡遺跡出土木製品の年輪年代測定結果 No.2

製品名 A.D 
No 出土遺構

(漬物番号)
樹種 年輪数 年輪年代 tf直 辺材(cm)

22 28SE11 折敷 スギ 144 

23 28SE11 折敷底板 。 91 1119 10.3 1.9 1029亡=コl1|1i19(2511 

24 21SE1 折敷 つ λシ 87 945 5.4 859 [二コ 945

25 30SE6 折敷底板 ク 150(+1層) 1177 8.1 4.0 1027己 11177
26 52SE8 

イク

スギ 183 3.2(完存)(5018) 

27 52SE8 
。

168 1186 8.0 3.3(完存) 1 019~-l1186 (5010) 
ク

箱片28 52SE8 (5044) 
ペシ 83 5.5(完存)

29 53次井戸 板材 115 1148 6.4 5.6(完存) 1034 JI11148 
今

30 志2羅号山井5戸9次 曲物底板 ペシ 150 1099 6.6 1.6 950仁三二コ:1099

31 28RW209 折敷断(片不IW掲T1-881-333 スギ 127 1.7 
載)

32 28SE11 折敷(15層掲 NO.12 レLIパ、 132 1.7 不載)

1026門出1"81 33 28SE11 薄板15層 NO.18 。 156 1181 4.6 1.8 
不掲載)

34 25SE1 曲(完物形底品板) スギ 169 1162 5.6 3.3 
994L___I11162 

35 28RW188 折敷 IWT-404 ィシ 167 1159 8.2 ゴコ |1159(不掲載)

36 28RW216 折敷(不IWT-889 147 1155 11.4 
100Q ~ 11155 

掲載)
4シ

37 21S01a 板(材不 NO.105 イシ 93 990 5.4 898仁二コ 990
掲載)

38 56S039 不明(4木02製2)品 ヒ1¥ 120 

39 56S039 折敷
スギ 157 1084 6.0 928亡二二二コ 1

(4109) 

40 志沢地羅形山旧8表5次土 折敷 210(+6層) 1121 5.1 
906 。

41 31RW348 折敷状(不板掲材載|W)T728 。 94 1097 5.1 

42 28SE11 折(敷不状掲板載材) イク 100 1104 8.2 1005 L二コ l

7∞800 9∞1∞o 11吋111200
A.D 
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( 2 )年代測定結果報告書

株式会社:加速器分析研究所

1 )年代値の算出には、 Libbyの半減期5568年を使用しています。

2) B P年代値は、 1950年からさかのぼること何年前かを表しています。

3 )付記した誤差はね次のように算出しています。

複数回(普通は 4回)の測定値について x2検定を行い、通常報告する誤差は測定値の統計誤差から求

めた値を用い、測定値が lつの母集団とみなせない場合には標準誤差を用いています。

4 )δ13Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定しますが、 AMS測定の場合に同時に測定される O13C 

の値を用いることもあります。

O 13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載しておきます。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差(%0 ;パーミル)で表したものです。

o1'C= [(14AS-1祉R)/14AR] X 1000 ( 1 ) 

o13C= [(13AS_13APDB)/3APDB] X1000 (2) 

ここで、 14AS:試料炭素の14C濃度(I'C/12C)Sまたは(I'C/13C)S 

14AR:標準現代炭素の14C濃度(1'C /12 C) Rまたは(I4C/13C)R 

o13Cは、質量分析計を用いて試料炭素の13C濃度(13AS=13C /12C)を測定し、PDB (白亜紀のベレ

ムナイト(矢石)類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算します。

但し、 IAAでは加速器により測定中に同時に13C/12Cも測定していますので、標準試料の測定値との比

較から算出した O13Cを用いることもあります。この場合には表中に〔加速器〕と注記します。

また、ム14Cは、試料炭素が OI3C=25.0((%0)であるとしたときのI'C濃度(I'AN) に換算した上で計

算した値です。(1 )式の14C濃度を、 O13Cの測定値をもとに次式のように換算します。

14AN= 14AS X (0.975/ (1十 oI3C/1000)2 (I'ASとして14C /12 Cを使用するとき)

または

=14ASX (0.975/(1+ O 13CI1000) (I4ASとして14C/13Cを使用するとき)

ム14C= [(I4AN一14AR)/14AR] XIOOO (%0) 

貝殻なとごの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス中の

濃度と異なるため、 同位体補正のみを行なった年代値は実際の年代との差が大きくなります。多くの場合、

同位体補正をしない O14Cに相当する BP年代値が比較的よくその貝と同一時代のものと考えられる木片や

木炭などの年代値と一致します。

14C 濃度の現代炭素に対する割合のもう 一つの表記として、 PMC(percent Modern Carbon)がよく使わ

れており、ム14Cとの関係は次のようになります。

ム14C = (PMC/100-1) X 1000 (施。)

PMC=ム14C/10+100(%) 

国際的な取り決めにより、このム14CあるいはPMCにより、放射性炭素年代 (ConventionalRadiocarbon 

Age;yrBP)が次のように計算されます。

T = 8033 X In [(ム14C /1000)十 1] 

= -8033Xln [(PMC/100) 
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T AA Code No. 試 料 BP年代および炭素の同位体比

Libby Age (yrBP) 940:t 40 
試本|採取場所 :平泉町 平泉字柳之御所

O 13C (%0)、(加速器)= -24 . 86:t O. 97 
試料形態 :木片

ム14C(%0) -1l0.1:t 4.8 

IAAA-42604 
試料名(番号):柳之御所遺跡 ・部材16

PMC(%) 88. 99:t O. 48 

#906 

O 14C (%0) = -109.9:t 4.5 

(参考) o13Cの補正無し PMC (%) 89.01:t 0.45 

Age (yrBP) 930:t 40 

【委主と景写イ直 : 厚雪f~三ネ甫工E R.a.dioca.rbo:n determi:na.tio:n】

Atrnospheric data仕'OmStuiver et al. (1998); OxCal v3.9 8ronk Ramsey (2003); cub r:4 sd:12 prob usp(chron] 
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( 3 )柳之御所遺跡における放射性炭素年代測定

株式会社古環境研究所

1.試料と方法

試料名

No 1 

No 2 

地点 ・層準

28SB 4，柱穴，炭層

植物遺体

種類

炭化物

木片

前処理 ・調整

酸アルカリ酸洗浄，石墨調整

酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整

AMS:加速器質量分析法 (Accelerator]V[ass Spectrometry) 

2.測定結果

試料名 測定No δ13C 補正14C年代 暦年代 (西暦)

測定法

AMS 

AMS 

(Beta-) 

14C年代

(年BP) (%0) (年BP) ( 1σ:68%確率， 2 u :95%確率)

No 1 200242 950:1::40 

No 2 200243 1140士40

( 1) 14 C年代測定値

-25.0 950士40

-22.5 1180:1::40 

交点 :cal AD 1040 

1 u : cal AD 1020-1160 

2 u : cal AD 1010-1180 

交点:cal AD 880 

1 u : cal AD 790-900 

2 u : cal AD 770-970 

試料の14C/12C比から、単純に現在 (AD1950年)から何年前かを計算した値。14Cの半減期は、国際的慣

例により Libbyの5，568年を用いた。

( 2) 13 C測定値

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比(I3C/12C)。この値は標準物質 (PDB)の同位

体比からの千分偏差 (%0)で表す。

( 3 )補正14C年代値

B 13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、 14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

試料の δ13C値を 25(%0)に標準化すること によって得られる年代である。
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(4 )暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中I.IC濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)0 calは

cal i bratioI1した年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪のI.'Cの詳細な測定値、およびサ

ンコ、のU-Th年代とI.'C年代の比較によ り作成された較正曲線を使用した。最新のデータベースでは約19，000

年BPまでの換算が可能となっている。

暦年代の交点とは、補正'.'C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1 (68%確率)と

2σ (95%確率)は、補正"C年代値の偏差の幅を較正曲誠に投影した暦年代の帽を示す。したがって、複

数の交点が表記される場合や、複数の1σ・2σ値が表記される場合もある。

3.所見

加速器質量分析法 (AMS法)による放射性炭素年代測定の結果、No1の炭化物では950::1::40年BP(1σの

暦年代でAD1020-1160年)、No2の木片では1180::1::40年BP(同AD790-900年)の年代値が得られた。こ

のうち、No1では放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代IIJjjjがかなり大きくなっているが、これは該当時

期の暦年代較正曲線が不安定なためである。
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